
計
画
手
続
の
迅
速
化
と
市
民
参
加
の
機
能
に
関
す
る
考
察
（
長
谷
川
）

九
五

計
画
手
続
の
迅
速
化
と
市
民
参
加
の
機
能
に
関
す
る
考
察

─
ド
イ
ツ
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
を
踏
ま
え
て

─

長
谷
川

　
　福

　
　造

一
　
序
説
─
行
政
計
画
と
本
稿
の
位
置
づ
け

二
　
二
〇
二
〇
年
ま
で
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
計
画
手
続
の
変
遷
と
概
要

三
　
計
画
保
証
法
に
よ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応

四
　
計
画
手
続
へ
の
市
民
参
加
に
関
す
る
考
察
─
ド
イ
ツ
で
の
議
論
と
今
後
の
展
望

論
　
説

）
三
六
四
（



日
本
法
学

　第
八
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
二
三
年
一
月
）

九
六

一
　
序
説
─
行
政
計
画
と
本
稿
の
位
置
づ
け

令
和
二
年
三
月
一
一
日
に
世
界
保
健
機
関
（W

orld H
ealth O

rganization; W
H

O

）
が
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
宣
言
を
出
し
て
以
降
、
国
内
外

に
お
け
る
様
々
な
局
面
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
１
）（C

O
V

ID
-19

）
へ
の
対
応
が
迫
ら
れ
た
。
こ
の
二
年
半
の
間
、
行
政
活
動
に

関
す
る
法
制
度
や
仕
組
み
の
改
変
も
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る

（
２
）

。
筆
者
は
、
前
稿
で
行
政
計
画
の
策
定
手
続
に
関
し
て
、
ド
イ
ツ
の
制
度
設

計
を
踏
ま
え
て
考
察
し
た
が

（
３
）

、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
行
政
計
画
の
仕
組
み
は
、
感
染
症
対
策
の
一
環
で
法
改
正
を
伴
う
か
た
ち
で
改
定
さ
れ

て
き
た

（
４
）

。

ま
た
、
我
が
国
に
お
い
て
も
、
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
歩
調
を
合
わ
せ
て
市
民
参
加
の
制
度
設
計
に
も
変
化
が
生
じ
て
お
り
、
こ
の
変

化
は
行
政
計
画
の
策
定
手
続
と
も
連
動
し
て
い
る
。
現
代
の
複
雑
な
リ
ス
ク
に
対
応
し
て
い
く
た
め
、
行
政
各
部
、
地
方
公
共
団
体
、
企

業
や
業
界
団
体
、
そ
し
て
多
様
な
国
民
の
行
動
を
一
定
の
方
向
に
制
御
し
て
い
く
上
で
、
計
画
と
い
う
執
政
作
用
の
発
動
が
不
可
欠
と
い

う
見
解
も
近
時
示
さ
れ
て
い
る

（
５
）

。
こ
の
見
解
で
は
、
個
人
と
多
様
性
の
尊
重
と
国
家
自
身
の
機
能
維
持
を
国
家
の
課
題
と
捉
え
て
、
自
由

国
家
か
ら
福
祉
国
家
へ
の
流
れ
の
次
の
潮
流
を
展
望
し
、
計
画
に
よ
る
制
御
を
重
視
し
て
い
る
。
行
政
計
画
の
果
た
す
役
割
は
今
後
も
拡

大
し
、
法
学
的
分
析
も
重
要
と
な
る
。

こ
の
よ
う
な
現
況
を
踏
ま
え
て
、
本
稿
で
は
、
主
に
二
〇
一
八
年
以
降
の
ド
イ
ツ
の
制
度
改
定
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

の
状
況
を
分
析
す
る
と
と
も
に
、
日
本
の
行
政
計
画
策
定
手
続
の
今
後
を
見
据
え
た
法
学
的
考
察
を
行
っ
て
い
く
。

）
三
六
三
（



計
画
手
続
の
迅
速
化
と
市
民
参
加
の
機
能
に
関
す
る
考
察
（
長
谷
川
）

九
七

二
　
二
〇
二
〇
年
ま
で
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
計
画
手
続
の
変
遷
と
概
要

１
　
一
九
九
〇
年
代
か
ら
二
〇
一
八
年
ま
で
の
三
つ
の
フ
ェ
ー
ズ

一
九
九
〇
年
一
〇
月
三
日
の
ド
イ
ツ
再
統
一
（W

iedervereinigung

）
か
ら
二
〇
一
八
年
一
一
月
の
交
通
分
野
に
お
け
る
計
画
手
続
と

認
可
手
続
の
迅
速
化
の
た
め
の
法
律
（G

esetz zur B
eschleunigung von P

lanungs- und G
enehm

igungsverfahren im
 V

erkehrsbereich （
６
）

）

ま
で
の
制
度
の
変
容
に
つ
い
て
は
既
に
考
察
し
た

（
７
）

。
近
時
ド
イ
ツ
で
は
、
こ
の
変
容
を
三
つ
の
フ
ェ
ー
ズ
に
区
分
し
た
分
析
が
広
が
っ
て

い
る

（
８
）

。
第
一
フ
ェ
ー
ズ
は
、
一
九
九
一
年
一
二
月
の
交
通
網
計
画
迅
速
化
法
か
ら
一
九
九
六
年
九
月
の
認
可
手
続
の
迅
速
化
の
た
め
の
法

律
制
定
ま
で
の
間
、
計
画
手
続
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
が
図
ら
れ
た
時
期
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
後
、
二
〇
〇
六
年
一
二
月
の
イ
ン
フ
ラ
ス

ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
計
画
迅
速
化
法
か
ら
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
21
を
巡
る
潮
流
の
変
化
を
受
け
て
、
二
〇
一
三
年
五
月
に
公
衆
参
加
の
改
善

と
計
画
確
定
手
続
の
統
一
の
た
め
の
法
律
が
成
立
し
た
。
こ
の
よ
う
に
早
期
の
充
実
し
た
市
民
参
加
へ
の
転
換
が
、
第
二
フ
ェ
ー
ズ
で
あ

る
。
そ
し
て
、
第
三
フ
ェ
ー
ズ
と
な
る
の
が
、
二
〇
一
八
年
の
一
連
の
法
改
正

（
９
）

に
よ
る
手
続
の
迅
速
性
確
保
で
あ
る

（
10
）

。
こ
の
改
正
で
は
、

連
邦
遠
距
離
道
路
法

（
11
）

、
一
般
鉄
道
法

（
12
）

、
及
び
連
邦
水
路
法

（
13
）

の
計
画
確
定
手
続
に
お
い
て
、
更
新
建
設
工
事
（E

rsatzneubau

）
の
た
め
の

「
変
更
（Ä

nderung

）」
の
用
語
が
明
確
化
さ
れ
た

（
14
）

。
ま
た
、
連
邦
水
路
法
で
既
に
知
ら
れ
て
い
た
「
暫
定
的
命
令
（vorläufige A

nordnung

）」

の
手
段

（
15
）

が
、
連
邦
遠
距
離
道
路
法
と
一
般
鉄
道
法
に
導
入
さ
れ
た

（
16
）

。

こ
の
第
三
フ
ェ
ー
ズ
に
お
け
る
迅
速
化
の
推
進
に
対
し
て
は
、
関
係
す
る
住
民
の
意
見
を
聴
取
す
る
こ
と
な
く
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
意
見
に

基
づ
い
て
暫
定
的
命
令
を
発
出
で
き
る
こ
と
は
、
法
的
保
護
の
観
点
か
ら
容
認
で
き
な
い

（
17
）

な
ど
の
厳
し
い
批
判
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
手
続

の
簡
素
化
の
利
点
に
着
目
し
過
ぎ
る
と
討
議
期
日
（E

rörterungsterm
in

）
の
時
間
的
優
位
性
を
平
準
化
す
る
恐
れ
が
あ
り
、
一
般
市
民

）
三
六
四
（
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八
巻
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（
二
〇
二
三
年
一
月
）

九
八

を
組
み
入
れ
る
こ
と
は
基
本
的
に
透
明
性
向
上
に
適
う
こ
と
を
無
視
で
き
な
い
。
そ
し
て
、
民
主
主
義
は
反
対
意
見
に
よ
っ
て
発
展
す
る

の
で
あ
り
、
最
後
の
一
人
ま
で
全
て
が
同
意
す
る
こ
と
が
受
容
（A

kzeptanz

）
な
の
で
は
な
く
判
断
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
に
意
義
が

あ
る
。
計
画
手
続
は
国
民
の
抵
抗
を
打
破
す
る
た
め
で
は
な
く
、
こ
う
し
た
受
容
と
迅
速
な
手
続
の
間
の
緊
張
関
係
に
最
適
な
バ
ラ
ン
ス

を
持
た
せ
る
存
在
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
討
議
期
日
の
放
棄
は
、
関
係
者
が
い
か
な
る
状
況
下
で
も
建
設
的
な
議
論
を
す
る
意
思
が
な

く
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
阻
止
す
る
意
図
が
明
ら
か
な
場
合
に
限
ら
れ
る
べ
き
と
い
う
見
解
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
利
害
関
係
者
の
懸
念
を

考
慮
し
、
経
済
福
祉
と
い
う
目
標
を
実
現
す
る
た
め
に
イ
ン
フ
ラ
の
前
提
条
件
を
整
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
た

（
18
）

。

し
か
し
な
が
ら
、
例
え
ば
バ
ー
ト
・
エ
ー
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
の
北
部
バ
イ
パ
ス
の
事
例

（
19
）

で
は
、
一
九
七
八
年
八
月
一
五
日
に
最
初
の
計
画
承

認
の
申
請
が
出
さ
れ
て
か
ら
計
画
承
認
ま
で
四
〇
年
掛
か
る
な
ど
、
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
図
る
制
度
の
重
要
性
は
依
然
と
し
て
高
か
っ

た
（
20
）

。
ま
た
、
計
画
法
上
の
前
提
条
件
を
充
足
し
、
公
共
調
達
法
（V

ergaberecht

）
の
適
用
を
経
て
具
体
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
実
施
さ

れ
る
と
い
う
ハ
ー
ド
ル
を
踏
ま
え
、
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
計
画
の
実
施
が
遅
れ
る
こ
と
は
「
拠
点
と
し
て
の
ド
イ
ツ
」
の
経
済
的
繁
栄
に

と
っ
て
リ
ス
ク
を
伴
う
と
さ
れ
た

（
21
）

。

２
　
二
〇
一
九
年
か
ら
コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
ま
で
の
法
改
正

こ
の
よ
う
な
議
論
が
展
開
し
た
第
三
フ
ェ
ー
ズ
を
経
て
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
主
要
な
イ
ン
フ
ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
を
迅
速
化
す
る

こ
と
は
、
な
お
も
政
治
的
議
論
の
焦
点
と
な
っ
て
い
っ
た

（
22
）

。
そ
し
て
、
手
続
の
合
理
化
へ
の
勢
い
が
、
二
〇
一
九
年
一
一
月
の
法
改
正
案

（
23
）

の
提
出
と
、
翌
年
三
月
の
二
つ
の
新
た
な
法
律
で
具
体
化
す
る
に
至
っ
た

（
24
）

。

こ
の
新
法
制
定
は
、
交
通
分
野
に
お
け
る
計
画
手
続
と
認
可
手
続
の
更
な
る
迅
速
化
の
た
め
の
法
律
（G

esetz zur w
eiteren 

B
eschleunigung von P

lanungs- und G
enehm

igungsverfahren im
 V

erkehrsbereich
〔
交
通
計
画
手
続
の
更
な
る
迅
速
化
法

（
25
）

〕）
及
び
交
通
分
野

）
三
六
六
（



計
画
手
続
の
迅
速
化
と
市
民
参
加
の
機
能
に
関
す
る
考
察
（
長
谷
川
）

九
九

に
お
け
る
措
置
法
に
よ
る
建
築
権
の
創
出
の
準
備
の
た
め
の
法
律
（G

esetz zur V
orbereitung der S

chaffung von B
aurecht durch 

M
aßnahm

engesetz im
 V

erkehrsbereich 

（M
aßnahm

engesetzvorbereitungsgesetz - M
gvG

） 〔
措
置
法
準
備
法

（
26
）

〕）
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

外
郭
法
律
（M

antelgesetz

）
で
あ
る
前
者
に
お
い
て
、
連
邦
遠
距
離
道
路
法
、
一
般
鉄
道
法
、
鉄
道
と
道
路
の
交
差
に
関
す
る
法
律

（〔
鉄
道
交
差
法
〕E

K
rG

）、
及
び
旅
客
輸
送
法
（P

B
efG

）
が
改
正
さ
れ
た
。
こ
の
新
法
の
目
的
は
、
交
通
イ
ン
フ
ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
計

画
と
承
認
の
手
続
を
更
に
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
道
路
、
線
路
（S

chiene

）
お
よ
び
旅
客
運
送
に
つ
い

て
の
更
新
建
設
工
事
の
た
め
の
手
続
が
簡
素
化
さ
れ
た

（
27
）

。
こ
の
交
通
計
画
手
続
の
更
な
る
迅
速
化
法
は
、
地
方
自
治
体
（K

om
m

une

）
の

財
政
的
負
担
を
軽
減
し
、
鉄
道
網
へ
の
投
資
を
促
進
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
鉄
道
交
差
法
の
改
正
に
よ
り
、
連
邦

鉄
道
が
地
方
自
治
体
の
道
路
を
横
断
す
る
場
合
の
費
用
分
担
が
定
め
ら
れ
、
連
邦
政
府
が
二
分
の
一
、
連
邦
鉄
道
が
三
分
の
一
、
交
差
箇

所
が
位
置
す
る
州
が
六
分
の
一
を
負
担
す
る

（
28
）

。
こ
れ
に
よ
り
、
リ
ス
ク
や
交
通
負
荷
が
高
い
踏
切
を
よ
り
迅
速
に
無
く
し
て
い
く
た
め
の

推
進
力
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る

（
29
）

。
ま
た
、
鉄
道
用
事
業
施
設
に
関
し
て
、
施
設
の
平
面
図
が
大
幅
に
変
更
さ
れ
な
い
限
り
は
計
画
承

認
の
対
象
か
ら
除
外
す
る
旨
の
一
般
鉄
道
法
の
改
正
も
行
わ
れ
た

（
30
）

。
大
幅
な
変
更
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
量
的
の
み
な
ら
ず
質
的
に
も
評

価
さ
れ
、
第
三
者
の
出
資
が
追
加
さ
れ
る
場
合
な
ど
に
は
大
幅
な
変
更
に
該
当
す
る
こ
と
に
な
る

（
31
）

。

他
方
、
措
置
法
準
備
法
は
、
Ｃ
Ｄ
Ｕ
／
Ｃ
Ｓ
Ｕ
と
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
間
の
連
立
協
定
に
基
づ
い
て
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り

（
32
）

、
二
九
の
交
通
イ

ン
フ
ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
33
）

に
関
し
て
、
立
法
府
の
意
思
決
定
権
限
を
提
供
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
政
府
と
行
政
機
関
の
主
導
と
準
備
に
基

づ
い
て
、
問
題
が
法
律
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
る
の
に
適
し
た
性
質
で
あ
る
と
い
う
条
件
で
、
立
法
府
が
法
律
に
よ
る
計
画
を
制
定
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
る

（
34
）

。
こ
の
法
律
の
目
的
は
、
行
政
行
為
の
代
わ
り
に
法
律
に
よ
っ
て
交
通
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
の
新
築
又
は
拡
充

及
び
変
更
を
承
認
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
手
続
を
創
設
す
る
こ
と
で
あ
る
（
一
条
）。
こ
れ
に
よ
り
、
環
境
に
親
和
性
の
あ
る
交
通

）
三
六
四
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〇
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）

一
〇
〇

手
段
で
あ
る
鉄
道
と
水
運
の
迅
速
な
計
画
実
現
を
促
進
し
、
連
邦
議
会
が
承
認
の
決
定
を
引
き
受
け
る
こ
と
で
住
民
の
受
容

（A
kzeptanz

）
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
繋
が
る

（
35
）

。
新
た
な
制
度
の
幹
と
な
る
の
は
、
計
画
を
承
認
す
る
各
種
の
法
律
に
向
け
た
準
備
手
続

の
精
密
な
実
施
で
あ
る
（
四
条
）。
こ
の
準
備
手
続
で
は
、
早
期
公
衆
参
加
（frühe Ö

ffentlichkeitsbeteiligung

）
と
意
見
聴
取
手
続

（A
nhörungsverfahren

）
を
経
た
上
で
、
管
轄
の
連
邦
鉄
道
庁
（E

isenbahn-B
undesam

t

）、
水
路
・
水
運
総
局
（G

eneraldirektion 

W
asserstraßen und S

chifffahrt

）
又
は
連
邦
遠
距
離
道
路
庁
（F

ernstraßen-B
undesam

t

）
が
最
終
報
告
書
（A

bschlussbericht

）
を
作
成

す
る
。
最
終
報
告
書
は
、
措
置
法
の
制
定
に
必
要
な
附
属
書
類
と
と
も
に
連
邦
交
通
デ
ジ
タ
ル
イ
ン
フ
ラ
省
に
送
付
さ
れ
る
（
八
条
一
項

一
文
）。
こ
の
最
終
報
告
書
は
、
立
法
府
が
可
能
な
限
り
全
て
の
公
的
及
び
私
的
利
益
を
十
分
に
考
慮
し
、
そ
れ
ら
を
相
互
に
比
較
検
討

し
適
切
な
決
定
を
下
す
こ
と
が
で
き
る
立
場
に
置
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る

（
36
）

。
こ
の
こ
と
は
、
同
条
三
項
が
、
ド
イ
ツ
連
邦
議
会
の
決

定
を
先
取
り
し
な
い
か
た
ち
で
最
終
報
告
書
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
（
三
文
）、
議
会
が
固
有
の
審
議
を
行
う
こ
と
が
可
能
な
限
り

の
余
地
を
残
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
四
文
）
と
定
め
て
い
る
こ
と
と
対
応
す
る
。
他
方
で
、
申
請
の
あ
っ
た
計
画
を
措
置
法
に
よ
っ
て

推
進
す
る
こ
と
が
適
切
で
な
い
と
管
轄
の
各
機
関
が
判
断
し
た
場
合
、
そ
の
旨
が
連
邦
交
通
イ
ン
フ
ラ
省
に
送
付
さ
れ
、
関
連
す
る
個
別

法
に
基
づ
い
て
計
画
承
認
手
続
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
（
七
条
二
項
一
文

（
37
）

）。
措
置
法
準
備
法
二
条
各
号
が
定
め
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

う
ち
、
例
え
ば
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
か
ら
ミ
ュ
ー
ル
ド
ル
フ
を
経
由
し
て
フ
ラ
イ
ラ
ッ
シ
ン
グ
に
至
る
ま
で
の
鉄
道
路
線
（
一
号
）
に
つ
い
て

は
、
欧
州
鉄
道
回
廊
（T

E
N

-N
etzkorridor

）
の
重
要
部
分
で
あ
り
ド
イ
ツ
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
国
際
的
な
ル
ー
ト
接
続
に
影
響
を
与
え

る
こ
と
か
ら
、
憲
法
裁
判
所
の
審
査
に
も
耐
え
得
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る

（
38
）

。

こ
の
措
置
法
準
備
法
が
一
般
市
民
の
参
加
に
重
点
を
置
い
て
い
る
こ
と
は
、
計
画
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
望
ま
し
い
も
の
と
し
て
評
価

す
る
見
解
が
あ
る

（
39
）

。
そ
の
一
方
で
、
必
要
と
さ
れ
る
そ
の
他
の
計
画
承
認
手
続
の
一
部
と
立
法
手
続
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
計
画
手
続

）
三
六
四
（



計
画
手
続
の
迅
速
化
と
市
民
参
加
の
機
能
に
関
す
る
考
察
（
長
谷
川
）

一
〇
一

が
加
速
さ
れ
る
と
し
て
も
、
法
的
保
護
の
低
下
の
問
題
は
無
視
で
き
な
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
た

（
40
）

。
さ
ら
に
は
、
ド
イ
ツ
の
立
法
府
に

と
っ
て
望
ま
し
く
な
い
環
境
法
保
護
の
領
域
が
発
展
す
る
こ
と
を
抑
止
し
、
保
護
団
体
主
導
の
訴
訟
審
査
を
抑
制
し
よ
う
と
い
う
動
き
に

見
え
る
と
の
指
摘
も
あ
っ
た

（
41
）

。
ま
た
、
連
邦
参
議
会
（B

undesrat

）
は
、
法
的
手
続
を
短
縮
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
意
図
さ
れ
る
加
速
効
果

が
ど
こ
ま
で
実
現
す
る
か
注
意
を
要
す
る
と
し
た
。
そ
し
て
、
計
画
承
認
手
続
が
、
影
響
が
生
じ
る
あ
ら
ゆ
る
利
害
を
天
秤
に
掛
け
て
法

的
安
全
を
保
護
す
る
決
定
を
下
す
機
能
を
持
つ
こ
と
に
鑑
み
、
関
係
す
る
地
域
住
民
の
受
容
を
拡
大
さ
せ
得
る
か
疑
問
で
あ
る
と
し
て
い

る
（
42
）

。
実
際
上
の
手
続
短
縮
効
果
に
関
し
て
、
立
法
過
程
に
お
け
る
法
案
化
と
審
議
に
は
一
定
の
時
間
が
掛
か
る
こ
と
、
立
法
に
よ
る
計
画

策
定
は
行
政
機
関
と
民
間
事
業
者
が
対
応
し
得
る
だ
け
の
厳
格
な
計
画
準
備
な
し
に
は
実
現
不
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
従
来
の
制
度
枠

組
み
と
比
較
し
て
ど
こ
ま
で
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
で
き
る
か
不
透
明
で
あ
る
と
も
指
摘
さ
れ
た

（
43
）

。

だ
が
、
二
〇
三
〇
年
ま
で
に
ド
イ
ツ
国
内
の
法
曹
（Jurist （

44
）

）
の
約
四
割
が
職
を
離
れ
、
一
万
人
以
上
の
裁
判
官
と
検
察
官
が
退
職
す

る
と
予
測
さ
れ
る

（
45
）

一
方
、
法
曹
界
に
入
る
若
手
は
減
少
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
手
続
の
長
期
化
の
問
題
は
、
行
政
当
局
や
行
政
裁
判
所

の
人
員
と
設
備
の
改
善
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
と
の
見
解
も
あ
る

（
46
）

。
こ
う
し
た
現
実
を
踏
ま
え
て
、
法
的
保
護
の
低
下
を
政
治
的
責
任

の
拡
張
に
よ
っ
て
引
き
受
け
る
べ
き
と
す
る
考
え
方
も
生
ま
れ
て
い
る
。
選
挙
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
国
民
の
代
表
者
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
実
施
に
責
任
を
持
つ

（
47
）

と
い
う
趣
旨
で
あ
る
。
こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
拡
げ
て
い
く
と
、
よ
り
早
い
市
民
参
加
の
段
階
に
お
い
て
も
政
治
的

意
思
決
定
者
が
関
与
す
べ
き
と
の
考
え
に
も
繋
が
り
得
る
と
解
さ
れ
る
。

）
三
六
四
（



日
本
法
学

　第
八
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
二
三
年
一
月
）

一
〇
二

三
　
計
画
保
証
法
に
よ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応

１
　
計
画
保
証
法
の
背
景
と
な
る
議
論

計
画
迅
速
化
（P

lanungsbeschleunigung

）
と
い
う
魔
法
の
よ
う
な
概
念
が
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
お
い
て
大
き
な
地
位
を
占
め
て
い
た

（
48
）

ド

イ
ツ
で
あ
る
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
と
予
防
対
策
の
広
が
り
は
、
計
画
と
承
認
に
関
す
る
プ
ロ
セ
ス
に
対
し
て
新
た

な
課
題
を
突
き
付
け
た
。
ド
イ
ツ
で
は
、
二
〇
二
〇
年
二
月
末
に
流
行
の
兆
し
が
現
わ
れ
、
同
年
三
月
九
日
に
国
内
の
感
染
者
数
が

一
〇
〇
〇
人
を
超
え
た
。
同
月
一
二
日
に
は
、
可
能
な
限
り
社
会
的
接
触
を
避
け
る
旨
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
制
定
さ
れ

（
49
）

、
同
月
二
二
日
、

ウ
イ
ル
ス
の
更
な
る
拡
散
を
防
止
す
る
た
め
、
連
邦
政
府
と
各
州
政
府
の
間
で
ド
イ
ツ
全
土
に
お
け
る
統
一
的
な
社
会
生
活
上
の
接
触
制

限
措
置
に
つ
い
て
合
意
が
成
立
し
た

（
50
）

。
そ
の
一
方
で
、
感
染
症
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
広
が
る
に
つ
れ
て
、
市
庁
舎
や
役
場
が
閉
鎖
さ
れ
、

人
々
の
公
共
的
ア
ク
セ
ス
に
重
大
な
制
約
が
課
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

（
51
）

。

「
こ
の
ウ
イ
ル
ス
は
、
過
去
二
〇
〇
年
間
に
経
験
し
た
中
で
最
も
過
激
な
減
速
剤
（der radikalste E

ntschleuniger

）
で
あ
る
」
と
い
う

指
摘

（
52
）

に
象
徴
さ
れ
る
状
況
の
中
で
、
法
的
保
護
の
確
保
へ
の
模
索
が
始
ま
っ
た

（
53
）

。
特
に
、
接
触
制
限
の
中
で
法
的
誤
り
の
な
い

（rechtsfehlerfrei

）
意
思
決
定
を
ど
の
よ
う
に
実
現
し
て
い
く
か
が
問
題
と
な
っ
た

（
54
）

。
連
邦
イ
ミ
シ
オ
ン
防
止
法
（B

undes-

Im
m

issionsschutzgesetz – B
im

S
chG （

55
）

）
に
お
け
る
市
民
参
加
手
続
に
関
し
て
は
、
法
律
上
定
め
ら
れ
た
参
加
手
続
の
実
施
が
困
難
に
な
る

可
能
性
が
早
く
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
指
摘
の
概
要
と
し
て
は
、
公
衆
参
加
（Ö

ffentlichkeitsbeteiligung

）
に
関
す
る
法
律
上
の

規
律
は
人
と
人
と
が
無
制
限
に
接
触
で
き
る
と
い
う
通
常
の
社
会
的
状
況
に
お
い
て
の
み
適
合
す
る
の
で
あ
り
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
よ
う

な
特
別
な
例
外
的
状
況
で
は
規
律
に
空
白
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を
解
決
す
る
た
め
の
方
策
の
一
つ
と
し
て
、
体
系
化
さ
れ
た

）
三
四
四
（



計
画
手
続
の
迅
速
化
と
市
民
参
加
の
機
能
に
関
す
る
考
察
（
長
谷
川
）

一
〇
三

（kodifizierte

）
法
的
考
え
方
の
適
用
が
挙
げ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
方
で
は
有
効
な
公
衆
参
加
の
要
請
（G

ebot

）
が
、
そ
し
て
他
方
で

は
手
続
の
迅
速
な
実
施
が
、
可
能
な
解
決
策
の
限
界
を
示
し
て
い
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る

（
56
）

。

こ
れ
に
関
連
す
る
裁
判
所
の
考
え
方
を
見
て
い
く
と
、
例
え
ば
、
二
〇
一
四
年
三
月
二
六
日
の
バ
イ
エ
ル
ン
州
高
等
行
政
裁
判
所
の
決

定
（
57
）

に
よ
れ
ば
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
告
知
は
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
告
知
板
（G

em
eindetafel

）
を
子
細
に
吟
味
す
る
の
と
比
較
し
て
時
間

や
移
動
の
手
間
が
省
け
る
と
い
う
利
点
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
個
別
の
関
係
者
に
お
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
用

す
る
た
び
に
又
は
自
由
に
選
択
で
き
る
期
間
内
に
、
公
的
機
関
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
の
一
定
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
提
供
を
自
動
的
に
呼
び

出
し
た
り
、
ユ
ー
ザ
ー
が
指
定
し
た
検
索
用
語
に
基
づ
い
て
自
動
的
に
応
答
す
る
よ
う
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ア
ク
セ
ス
を
設
定
す
る
こ

と
も
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
関
係
者
は
合
理
的
な
方
法
で
少
な
く
と
も
日
刊
紙
を
読
む
の
と
同
じ
信
頼
性
で
公
式
発
表
の
情
報

を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
た
。

ま
た
、
二
〇
一
九
年
三
月
七
日
の
バ
ー
デ
ン
＝
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
高
等
行
政
裁
判
所
の
決
定

（
58
）

は
、
こ
の
バ
イ
エ
ル
ン
州
高
等
行
政

裁
判
所
の
判
決
を
指
摘
し
た
上
で
、
同
時
に
地
元
の
（örtlich

）
日
刊
紙
で
示
さ
れ
て
い
る
限
り
に
お
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の

イ
ミ
シ
オ
ン
防
止
法
上
の
認
可
（G

enehm
igung

）
の
発
表
も
許
容
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
裁
判
例
の
潮
流
は
、
法
の
支
配
の
も
と
で
自

ら
の
責
任
に
お
い
て
行
政
手
続
に
参
加
す
る
「
責
任
あ
る
市
民
（m

ündiger B
ürger

）」
の
役
割
を
重
視
す
る
も
の
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
一
連
の
裁
判
所
の
考
え
方
を
基
盤
に
、
少
な
く
と
も
電
子
通
信
メ
デ
ィ
ア
を
利
用
す
る
こ
と
で
個
別
的
な
市
民
参
加
の
最
初
の

ス
テ
ッ
プ
が
実
現
で
き
る
と
い
う
考
え
方
が
、
早
く
か
ら
示
さ
れ
て
い
た

（
59
）

。

２
　
計
画
保
証
法
の
概
要

そ
う
し
た
情
勢
の
中
、
各
種
の
行
政
計
画
に
お
け
る
討
議
手
続
や
公
聴
会
に
お
い
て
市
民
参
加
を
確
保
す
る
た
め
に
行
わ
れ
た
法
整
備

）
三
四
四
（



日
本
法
学

　第
八
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
二
三
年
一
月
）

一
〇
四

が
、C

O
V

ID
-19

流
行
時
に
お
け
る
秩
序
あ
る
計
画
手
続
と
認
可
手
続
の
保
証
の
た
め
の
法
律
（G

esetz zur S
icherstellung 

ordnungsgem
äßer P

lanungs- und G
enehm

igungsverfahren w
ährend der C

O
V

ID
-19-P

andem
ie 

（P
lanungssicherstellungsgesetz - 

P
lanS

iG
）〔
計
画
保
証
法
〕）
で
あ
る

（
60
）

。
こ
の
法
律
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
に
よ
っ
て
多
く
の
重
要
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
停
滞
し
た
り
、
あ
る
い
は
失
敗
し
た
り
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
特
に
、
住
宅
建
設
、
気
候
保
護
、
及
び
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
交
通
の
設
備
更
新
の
分
野
を
含
め
た
、
重
要
な
民
間
投
資
と
公
共
投
資
の
実
施
が
遅
れ
る
こ
と
を
防
止
し
て
い
る

（
61
）

。
連
邦
議
会

は
、
時
間
的
制
約
か
ら
個
別
の
法
律
を
改
正
す
る
こ
と
を
意
図
的
に
控
え
て
「
外
郭
法
律
（M

antelgesetz

）」
と
し
て

（
62
）

計
画
保
証
法
を
制

定
し
た

（
63
）

。
ド
イ
ツ
全
土
で
課
せ
ら
れ
た
外
出
制
限
と
接
触
制
限
の
た
め
に
、
各
州
の
み
な
ら
ず
民
間
企
業
も
、
行
政
手
続
の
実
施
が
困
難

で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。
そ
の
問
題
は
、
と
り
わ
け
市
民
参
加
の
一
環
で
あ
る
申
請
書
類
の
公
開
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ

と
と
も
に
、
官
庁
や
役
所
が
利
用
で
き
る
人
的
資
源
に
制
約
が
あ
る
こ
と
も
、
問
題
解
決
の
困
難
性
を
加
速
さ
せ
て
い
た
の
で
あ
る

（
64
）

。
計

画
承
認
手
続
を
巡
っ
て
は
、
夜
間
外
出
の
制
限
や
身
体
的
距
離
を
遵
守
す
る
義
務
を
考
慮
し
て
文
書
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
ど
の
よ
う
に
保
証

す
る
か
、
庁
舎
内
の
執
務
室
の
外
で
の
供
覧
は
可
能
な
の
か
、
接
触
制
限
が
あ
る
中
で
す
べ
て
の
法
的
要
件
が
充
足
さ
れ
る
よ
う
に
手
続

を
ど
の
よ
う
に
整
理
す
べ
き
か
と
い
っ
た
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
た

（
65
）

。

こ
の
よ
う
な
問
題
点
と
背
景
を
受
け
て
新
法
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
下
の
困
難
な
状
況
に
お
い
て
も
、
計
画
承
認
の
手
続
と
一
般
市
民
が

参
加
す
る
特
別
な
意
思
決
定
手
続
が
適
切
に
実
行
さ
れ
る
こ
と
を
意
図
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で
の
情
報
ア
ク
セ
ス
や
オ
ン
ラ
イ

ン
会
議
の
実
施
を
支
え
る
根
拠
と
し
て
機
能
す
る
役
割
が
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る

（
66
）

。
た
し
か
に
、
現
行
法
の
解
釈
の
み
に
よ
っ
て
、
個
別

法
の
特
定
の
分
野
に
お
け
る
公
衆
参
加
の
手
続
を
現
下
の
状
況
と
こ
れ
に
関
連
す
る
制
限
に
適
合
さ
せ
る
こ
と
は
検
討
し
得
た
。
し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
や
り
方
は
著
し
い
法
的
不
確
実
性
を
伴
う
。
例
え
ば
、
基
礎
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
で
の
公
開
は
、
個
別
法
に
お
け
る
申
請
文
書

）
三
四
四
（



計
画
手
続
の
迅
速
化
と
市
民
参
加
の
機
能
に
関
す
る
考
察
（
長
谷
川
）

一
〇
五

の
物
理
的
な
提
示
を
補
う
も
の
と
し
て
し
か
規
律
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
感
染
症
の
拡
大
は
、
も
は
や
単
な
る
短
期
的
な
例
外

的
状
況
で
は
な
く
、
長
期
に
わ
た
る
行
動
制
限
の
維
持
が
必
要
に
な
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
行
政
手
続
法
だ
け
で
な
く
建
築

計
画
（B

auleitplan

）
や
空
間
計
画
（R

aum
ordnung

）
の
手
続
に
関
し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
承
認
と
計
画
の
策
定
に
十
分
な
法
的
確
実

性
を
作
り
出
す
た
め
に
法
改
正
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
た
の
で
あ
る

（
67
）

。

計
画
保
証
法
が
適
用
さ
れ
る
の
は
、
全
部
で
二
四
の
法
律
で
あ
る
（
一
条
）。
代
表
的
な
も
の
と
し
て
は
、
環
境
影
響
評
価
に
関
す
る

法
律
、
連
邦
イ
ミ
シ
オ
ン
防
止
法
、
建
築
法
典
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
法
、
連
邦
鉱
業
法
、
及
び
原
子
法
が
挙
げ
ら
れ

（
68
）

、
前
述
の
交
通
分
野

に
お
け
る
措
置
法
準
備
法
も
対
象
と
な
っ
て
い
る
（
一
条
二
四
号
）。
適
用
対
象
の
法
律
に
基
づ
く
手
続
に
お
い
て
、
慣
習
的

（ortsüblich

）
又
は
公
的
な
告
示
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
こ
れ
に
適
用
さ
れ
る
規
則
が
公
的
掲
示
板
（A

m
tstafel

）
へ
の
公
告
又
は
閲
覧
に
供

す
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
場
合
、
そ
の
公
告
又
は
供
覧
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
告
示
の
内
容
の
公
表
に
置
き
換
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
場
合
、
さ
ら
に
官
報
又
は
地
元
日
刊
紙
に
少
な
く
と
も
一
度
告
示
を
行
う
こ
と
が
必
要
と
な
る
（
二
条
一
項
）。
そ
し
て
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
公
的
告
示
を
規
定
す
る
行
政
手
続
法
二
七
ａ
条
一
項
二
文
及
び
同
条
二
項

（
69
）

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
公
表
に
対
し
て

適
用
さ
れ
る
（
二
条
二
項
）。

ま
た
、
基
礎
資
料
と
決
定
の
公
開
に
関
し
て
は
、
対
象
と
な
る
法
律
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
事
項
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
お
け
る
公

開
に
置
き
換
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
（
三
条
一
項
）。
た
だ
し
、
事
業
主
体
（V

orhabenträger

）
は
、
許
可
な
く
営
業
上
及
び
取
引
上

の
秘
密
を
開
示
し
な
い
こ
と
を
請
求
す
る
権
利
を
有
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
秘
密
事
項
や
安
全
に
関
わ
る
重
要
事
項
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ

る
恐
れ
が
あ
る
場
合
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
お
け
る
公
開
に
異
議
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
る
（
同
条
項
四
文
・
五
文
）。
そ
し
て
、

事
業
者
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
お
け
る
公
開
に
異
議
を
述
べ
た
場
合
、
当
局
は
、
公
開
ま
で
の
間
手
続
を
停
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

）
三
四
四
（
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）

一
〇
六

（
同
条
項
六
文
）。
他
方
、
一
般
市
民
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
書
面
で
賛
否
等
の
態
度
表
明
（S

tellungnahm
e

）
が
可
能
で
あ
る
（
四
条
一

項
）。
当
局
に
よ
っ
て
記
録
さ
れ
る
意
見
表
明
の
提
出
は
除
外
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
の
場
合
、
所
管
す
る
官
庁
は
電
子
的
な
意
見

表
明
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
情
報
公
開
の
際
に
指
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
四
条
二
項

（
70
）

）。

そ
し
て
、
住
民
参
加
に
関
し
て
は
、
五
条
が
具
体
的
な
定
め
を
置
い
て
い
る
。
こ
の
定
め
に
よ
り
、
討
議
期
日
（E

rörterungsterm
in

）、

口
頭
審
理
（m

ündliche V
erhandlung

）
及
び
提
案
会
議
（A

ntragskonferenz

）
を
オ
ン
ラ
イ
ン
審
議
（O

nline-K
onsultation

）
に
置
き
換

え
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た

（
71
）

。
重
要
な
の
は
影
響
を
受
け
る
人
々
が
懸
念
事
項
を
提
示
し
て
話
し
合
う
機
会
で
あ
り
、
ま
た
必
要
に
応
じ

て
決
定
の
際
に
話
し
合
い
の
内
容
を
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
で
あ
る

（
72
）

。
な
お
、
用
語
に
関
し
て
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
（O

nline-S
itzung

）

で
は
な
く
「K

onsultation

」
を
用
い
て
い
る
。
こ
れ
は
、
英
語
の
「m

eeting

」
と
し
て
の
会
議
（S

itzung

）
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も

「discussion

」
と
し
て
の
討
議
（E

rörterung

）
に
重
き
を
置
い
た
も
の
で
あ
る

（
73
）

。
建
設
法
典
を
は
じ
め
と
す
る
新
法
一
条
が
定
め
る
個

別
の
法
律
に
お
い
て
、
討
議
期
日
又
は
口
頭
審
理
の
実
施
が
裁
量
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
場
面
で
は
、
感
染
症
の
流
行
と
蔓
延
の
リ
ス
ク
を

考
慮
に
入
れ
て
実
施
す
る
か
否
か
を
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
一
項
）。
ま
た
、
法
定
の
手
続
で
討
議
期
日
又
は
口
頭
審
理
の
実
施
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
場
面
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
審
議
で
足
り
る
（
二
項
）。
オ
ン
ラ
イ
ン
審
議
の
進
行
に
つ
い
て
は
、
住
民
参
加
の
趣

旨
を
実
現
す
る
た
め
、
以
下
の
よ
う
な
規
律
が
設
け
ら
れ
た
。
第
一
に
、
討
議
期
日
又
は
口
頭
審
理
に
参
加
す
る
資
格
の
あ
る
者
に
対
し

て
、
代
替
的
な
オ
ン
ラ
イ
ン
審
議
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
知
ら
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
行
政
手
続
法
七
三
条
六
項
二
文
か
ら
四
文
ま
で

が
こ
れ
に
応
じ
て
適
用
さ
れ
る
（
三
項
）。
第
二
に
、
各
規
制
は
計
画
承
認
手
続
に
適
用
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
幅
広
く
網
羅
し
て
い
る
こ

と
か
ら
「
扱
わ
れ
る
べ
き
情
報
」
と
し
て
抽
象
的
な
指
標
化
が
必
要
と
な
る

（
74
）

。
そ
こ
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
審
議
に
際
し
て
、
参
加
資
格
の
あ

る
者
に
対
し
て
、
討
議
期
日
や
口
頭
審
理
で
取
り
扱
わ
れ
る
べ
き
情
報
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
た
。

）
三
四
三
（



計
画
手
続
の
迅
速
化
と
市
民
参
加
の
機
能
に
関
す
る
考
察
（
長
谷
川
）

一
〇
七

こ
の
場
合
、
多
数
人
が
物
理
的
に
会
う
こ
と
を
避
け
る
た
め
、
扱
わ
れ
る
べ
き
情
報
は
例
え
ば
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
ア
ク
セ
ス
可
能
に

さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
情
報
は
、
参
加
資
格
の
あ
る
者
が
利
用
可
能
な
態
度
表
明
や
異
議
、
あ
る
い
は
期
日
の
た
め
に
所
管
の
官
庁
に
よ
っ

て
作
成
さ
れ
た
も
の
か
ら
構
成
さ
れ
、
事
業
主
体
に
よ
る
態
度
表
明
も
含
ま
れ
る

（
75
）

。
そ
し
て
、
事
前
に
示
さ
れ
た
合
理
的
な
期
間
内
に
書

面
又
は
電
子
的
に
態
度
表
明
す
る
機
会
が
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
四
項

（
76
）

）。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
審
議
は
、
口
頭

で
の
や
り
取
り
を
討
議
す
べ
き
事
柄
に
関
す
る
態
度
表
明
や
反
対
意
見
に
置
き
換
え
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
参
加
資
格
の
あ
る
者
の
同
意

を
得
た
場
合
に
は
、
電
話
会
議
又
は
ビ
デ
オ
会
議
で
代
替
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
（
五
項
）。
そ
し
て
、
提
案
会
議
に
関
し
て
は
、
所

管
の
官
庁
が
会
議
の
開
催
に
替
え
て
書
面
又
は
電
子
的
に
態
度
表
明
す
る
機
会
を
与
え
る
こ
と
が
可
能
と
さ
れ
た
（
六
項
）。

こ
の
よ
う
に
、
計
画
保
証
法
は
、
計
画
承
認
手
続
の
進
め
方
に
つ
い
て
選
択
肢
を
提
供
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
通
常
の

手
続
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
当
局
が
計
画
保
証
法
の
定
め
る
プ
ロ
セ
ス
に
沿
っ
て
手
続
を
進
め
て
い
く
か
は
、
基
本
的
に
裁
量
に

委
ね
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
し
か
し
、
立
法
者
の
意
図
を
鑑
み
る
と
、
市
民
参
加
の
従
来
の
形
態
が
利
用
で
き
な
い
場
合
に
は
、
裁
量

は
制
限
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う

（
77
）

。

３
　
計
画
保
証
法
に
対
す
る
評
価
と
分
析

計
画
保
証
法
が
立
法
さ
れ
た
当
初
か
ら
多
数
の
分
析
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
例
え
ば
、
重
要
な
計
画
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
差
し
迫
っ
た

停
滞
を
防
ぐ
可
能
性
を
提
供
で
き
る
と
し
て
、
好
意
的
な
評
価
が
あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
以
前
の
交
通
分
野
に
お
け
る

計
画
手
続
と
認
可
手
続
の
迅
速
化
の
た
め
の
法
律
（
二
〇
一
八
年
）
に
至
る
経
緯
を
引
き
合
い
に
出
し
て
、
政
府
や
事
業
者
サ
イ
ド
だ
け

で
な
く
関
係
す
る
市
民
の
中
に
も
、
法
的
な
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
が
ゆ
え
に
重
要
な
公
共
イ
ン
フ
ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と

へ
の
不
満
が
あ
る
と
指
摘
し
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
計
画
承
認
を
実
装
さ
せ
る
効
果
を
期
待
す
る
意
見
が
挙
げ
ら
れ
る

（
78
）

。
こ
れ
は
、
大
規
模

）
三
四
四
（
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な
計
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
根
本
的
な
問
題
解
決
の
提
供
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、

完
全
な
手
続
措
置
を
全
て
省
く
の
で
は
な
く
オ
ン
ラ
イ
ン
手
続
に
切
り
替
え
る
こ
と
が
、
市
民
の
立
場
に
立
っ
た
受
容
の
観
点
か
ら
も
適

切
で
あ
る
と
の
指
摘
も
あ
っ
た

（
79
）

。

ま
た
、「
新
し
い
日
常
（neue N

orm
alität

）」
と
し
て
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
参
加
の
到
来
を
掲
げ
る
論
者
も
い
た

（
80
）

。
計
画
保
証
法
に

よ
っ
て
更
新
さ
れ
た
規
律
は
、
危
機
に
際
し
て
も
市
民
参
加
を
確
保
す
る
の
に
十
分
で
あ
る
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
時
代
に
は
、
ウ
イ
ル
ス

学
者
、
政
治
家
、
裁
判
所
の
み
な
ら
ず
他
の
意
思
決
定
者
も
、
英
雄
的
資
質
を
持
っ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。
ま
だ
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て

い
な
い
新
し
い
タ
イ
プ
の
ウ
イ
ル
ス
の
拡
散
の
不
確
実
性
は
、
あ
ま
り
に
も
大
き
過
ぎ
る
の
で
あ
り
、「
新
し
い
日
常
」
が
ど
の
よ
う
に

形
成
さ
れ
、
経
済
的
・
社
会
的
発
展
へ
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
か
は
将
来
的
な
課
題
で
あ
る
と
、
こ
の
論
者
は
指
摘
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
Ｃ
Ｄ
Ｕ
／
Ｃ
Ｓ
Ｕ
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ア
ム
ト
ー
ル
（P

hilipp A
m

thor

）
の
「
計
画
手
続
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
見
据
え
て
、
コ
ロ

ナ
の
窮
地
か
ら
役
立
つ
も
の
を
得
た
い
」
と
い
う
連
邦
議
会
で
の
発
言

（
81
）

を
踏
ま
え
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
手
続
の
負
担
軽
減
へ
の
期
待
を

述
べ
る
見
解
も
あ
っ
た

（
82
）

。
こ
の
見
解
は
、
危
機
に
お
け
る
手
続
の
停
滞
を
防
止
・
軽
減
す
る
こ
と
へ
の
有
用
性
を
踏
ま
え
、
法
的
安
定
性

の
確
保
に
主
眼
を
置
い
て
い
る
。
特
に
、
デ
ジ
タ
ル
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
は
、
参
加
プ
ロ
セ
ス
の
煩
わ
し
さ
を
取
り
除
き
、
更
に
多
く
の
人
々

が
参
加
す
る
こ
と
へ
繋
が
る
可
能
性
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
今
後
は
、
デ
ジ
タ
ル
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
従
来
の
物
理
的
な
フ
ォ
ー

マ
ッ
ト
よ
り
も
優
先
す
る
こ
と
が
合
理
的
な
の
か
を
確
認
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
感
染
症
の
行
先
が
不
透
明
な
中
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
市
民
参
加
に
希
望
を
見
出
す
論
調
が
多
く
見
ら
れ
る
一
方
で
、

留
意
点
や
疑
問
点
を
示
す
論
者
も
い
た
。
例
え
ば
、
公
衆
参
加
が
計
画
承
認
手
続
の
「
核
心
部
分
（K

ernstück

）」
で
あ
る
こ
と

（
83
）

を
前
提

に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
審
議
は
公
衆
参
加
の
権
利
を
廃
止
又
は
縮
減
す
る
た
め
の
制
度
で
は
な
い
と
注
意
喚
起
す
る
見
解

（
84
）

が
挙
げ
ら
れ
る
。
も

）
三
四
六
（



計
画
手
続
の
迅
速
化
と
市
民
参
加
の
機
能
に
関
す
る
考
察
（
長
谷
川
）

一
〇
九

と
よ
り
、
制
定
ま
で
の
時
間
的
制
約
や
感
染
症
流
行
時
の
行
政
手
続
の
必
要
性
か
ら
考
え
て
、
教
義
上
の
浅
薄
性
を
粗
探
し
す
べ
き
で
は

な
い
も
の
の
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
通
知
・
公
告
・
参
加
手
続
を
行
う
場
面
で
、
取
引
機
密
や
企
業
秘
密
を
保
護
し
イ
ン
フ
ラ
の
完
全

性
を
守
る
た
め
に
必
要
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
ど
の
よ
う
に
確
保
す
る
か
と
い
う
問
題
が
生
じ
る

（
85
）

。
ま
た
、
立
法
者
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

大
規
模
か
つ
世
界
的
な
普
及
効
果
に
内
在
す
る
問
題
を
既
に
認
識
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
具
体
的
な
解
決
方
法
は
示
さ
れ
ず
、
そ
の

判
断
は
関
係
当
局
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
て
い
る

（
86
）

。
通
常
、
自
治
体
当
局
や
州
政
府
の
中
間
的
機
関
は
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
確
保

す
る
た
め
に
必
要
な
専
門
知
識
や
人
材
を
必
ず
し
も
有
し
て
お
ら
ず
、
部
分
的
で
あ
れ
外
部
の
専
門
知
識
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
が

課
題
と
さ
れ
て
い
る

（
87
）

。

そ
の
ほ
か
、
ど
の
よ
う
な
観
点
が
い
つ
議
論
さ
れ
る
の
か
を
関
係
者
に
明
確
か
つ
確
実
に
伝
達
し
、
一
般
市
民
か
ら
の
質
問
に
対
し
て

専
門
家
が
確
実
に
回
答
す
る
よ
う
に
手
続
を
運
営
す
る
こ
と
が
信
頼
構
築
と
納
得
に
役
立
つ

（
88
）

こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
審
議

を
実
施
す
る
機
関
が
中
立
性
を
担
保
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
事
業
主
体
の
延
長
線
上
に
あ
る
か
の
よ
う
に
振
舞
わ
な
い
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
の
指
摘
も
あ
っ
た

（
89
）

。

こ
う
し
た
議
論
の
推
移
を
踏
ま
え
て
、
計
画
保
証
法
の
中
核
要
素
（K

ernelem
ent

）
で
あ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
審
議

（
90
）

の
規
定
が
実
際
に
ど
の

よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い
る
か
を
、
次
に
見
て
い
く
。
討
議
期
日
又
は
口
頭
審
理
に
参
加
す
る
資
格
の
あ
る
者
へ
の
情
報
提
供
（
五
条
三
項
）

に
関
し
て
は
、
事
業
主
体
の
ほ
か
、
異
議
申
立
人
（E

inw
ender

）、
関
係
当
局
、
態
度
表
明
を
行
っ
た
団
体
及
び
影
響
を
受
け
る
関
係
者

が
、
広
く
対
象
と
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
誰
が
計
画
の
影
響
を
受
け
る
の
か
は
実
体
的
な
基
準
、
す
な
わ
ち
自
己
の
権
利
又
は
法
的
に
保
護

さ
れ
た
利
益
が
起
業
案
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
る
か
否
か
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る

（
91
）

。
そ
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
審
議
の
特
徴

は
、
こ
の
者
た
ち
の
直
接
的
な
や
り
取
り
が
無
い
と
い
う
点
に
あ
る
。
計
画
承
認
手
続
に
お
け
る
情
報
の
核
心
は
、
先
行
す
る
公
告
手
続

）
三
四
四
（



日
本
法
学

　第
八
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
二
三
年
一
月
）

一
一
〇

と
参
加
手
続
で
寄
せ
ら
れ
た
態
度
表
明
と
異
議
申
立
て
で
あ
る
。
立
法
者
は
、
参
加
資
格
の
あ
る
人
々
が
基
本
的
に
正
確
な
文
面
で
こ
れ

ら
を
利
用
可
能
で
あ
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る

（
92
）

。
実
際
に
は
、
態
度
表
明
や
異
議
を
オ
ン
ラ
イ
ン
ポ
ー
タ
ル
や
そ
の
他
の
電
子
的
な
方
法

に
よ
っ
て
元
の
ま
ま
の
形
式
で
利
用
で
き
る
方
式
が
原
則
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
審
議
は
、
結
局
口
頭
審
理
や
討

議
期
日
に
代
わ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
手
続
で
行
わ
れ
る
よ
う
な
テ
ー
マ
や
主
題
の
構
造
的
整
理
を
経
た
上
で
情
報
を
公
開
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い

（
93
）

。
こ
の
よ
う
に
予
め
構
造
化
さ
れ
た
「
審
議
書
（K

onsultationsdokum
ent

）」
に
よ
っ
て
、
議
論
す
べ
き
テ
ー
マ
に

つ
い
て
口
頭
で
の
討
議
に
代
替
す
る
も
の
を
作
り
出
そ
う
と
い
う
立
法
者
の
意
図
は
、
十
分
に
考
慮
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る

（
94
）

。

ま
た
、
五
条
四
項
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
審
議
の
運
用
形
態
は
、
参
加
資
格
を
有
す
る
者
が
提
供
さ
れ
た
情
報
に
対
し

て
書
面
又
は
電
子
的
に
意
見
表
明
を
行
う
こ
と
を
可
能
に
す
る
た
め
に
設
計
さ
れ
て
い
る
。
意
見
表
明
と
反
論
を
さ
ら
に
連
続
さ
せ
る
と

い
う
意
味
で
の
、
よ
り
広
範
な
情
報
交
換
は
法
律
上
義
務
づ
け
ら
れ
て
は
い
な
い
が
、
意
見
表
明
の
た
め
に
設
定
さ
れ
る
合
理
的
な
期
間

内
で
あ
る
限
り
、
審
議
手
続
の
過
程
で
複
数
の
意
見
表
明
を
す
る
こ
と
は
可
能
と
考
え
ら
れ
て
い
る

（
95
）

。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
審
議
の
期
間

は
全
体
と
し
て
合
理
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
討
議
期
日
と
同
様
に
議
論
さ
れ
る
事
実
上
及
び
法
律
上
の
問
題
や
寄
せ
ら
れ
る
意
見
や
異

議
申
立
て
の
数
と
い
っ
た
側
面
が
、
個
別
の
ケ
ー
ス
で
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
合
理
的
な
期
間
が
経
過
し
た
後
に
オ

ン
ラ
イ
ン
審
議
は
終
了
す
る
が
、
手
続
を
実
施
す
る
当
局
は
、
終
了
後
も
審
議
の
結
果
を
調
査
す
る
公
共
的
義
務
の
範
囲
内
で
、
事
業
主

体
や
関
係
当
局
か
ら
更
に
補
足
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
ぜ
な
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン
審
議
の
目
的
は
、
討
議
期
日
と
同
様
に
、
決
定

に
係
る
事
実
と
し
て
慎
重
に
考
量
さ
れ
る
べ
き
関
連
事
項
（A

bw
ägungsbelange

）
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
か
ら
で
あ
る

（
96
）

。

ま
た
、
実
際
に
オ
ン
ラ
イ
ン
審
議
を
運
営
す
る
場
面
で
は
、
参
加
資
格
の
あ
る
者
だ
け
が
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
適
切
な
予
防
措
置

を
講
じ
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
そ
の
た
め
、
資
格
の
な
い
者
を
効
果
的
に
排
除
す
る
た
め
の
技
術
的
な
解
決
が
何
よ
り
も
必
要
で
あ
る
。

）
三
四
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計
画
手
続
の
迅
速
化
と
市
民
参
加
の
機
能
に
関
す
る
考
察
（
長
谷
川
）

一
一
一

審
議
手
続
へ
の
関
与
に
つ
い
て
当
局
が
把
握
し
て
い
る
異
議
申
立
人
や
公
認
団
体
に
は
、
パ
ス
ワ
ー
ド
を
付
与
す
る
こ
と
で
オ
ン
ラ
イ
ン

審
議
の
文
書
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
あ
る
い
は
、
多
く
の
人
々
が
参
加
す
る
大
規
模
な
手
続
で
は
、
オ
ン
ラ

イ
ン
審
議
へ
参
加
す
る
に
あ
た
り
Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
の
コ
ピ
ー
な
ど
の
身
元
証
明
に
よ
っ
て
、
事
前
に
資
格
証
明
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
モ
デ
ル

も
考
え
ら
れ
る

（
97
）

。

こ
の
よ
う
に
、
審
議
手
続
の
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
に
関
し
て
は
、
実
施
当
局
の
業
務
の
か
な
り
の
部
分
が
入
念
な
準
備
と
技
術
的
な
実
現
可

能
性
の
確
保
に
割
か
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
行
政
実
務
に
と
っ
て
未
知
の
領
域
を
提
示
し
て
い
る
。
事
業
主
体
は
、

商
取
引
慣
習
上
の
電
子
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
で
書
類
を
提
出
す
る
こ
と
で
手
続
の
準
備
に
協
力
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
実
施
当
局
の
側
で
、

態
度
表
明
と
異
議
申
立
て
を
一
覧
表
に
し
て
提
供
す
る
な
ど
の
工
夫
も
考
え
ら
れ
る

（
98
）

。

こ
う
し
た
運
用
上
の
注
意
点
を
踏
ま
え
、
行
政
事
務
の
負
担
増
加
、
コ
ス
ト
の
追
加
、
及
び
法
的
安
定
性
の
不
足
な
ど
の
懸
念
が
実
際

に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
実
用
化
に
よ
る
シ
ナ
ジ
ー
効
果
や
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
の
プ
ロ
セ
ス
は
行
政
分
野
に
も
広
く
到
来
す
る

は
ず
で
あ
る
。
こ
の
新
法
で
の
実
施
が
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
収
ま
っ
た
後
も
継
続
で
き
る
か
ど
う
か
を
、
連
邦
政
府
が
検
討
し
て
い
る
こ
と

は
歓
迎
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
技
術
的
に
多
く
の
人
が
取
り
残
さ
れ
る
懸
念
に
関
し
て
は
、
二
〇
一
九
年
時
点
で
国
内
の
全
世
帯
の
約

九
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
帯
域
ク
ラ
ス
毎
秒
一
六
メ
ガ
ビ
ッ
ト
の
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
を
利
用
で
き
て
い
る

（
99
）

こ
と
か
ら
払
拭
で
き
る
と
指
摘
さ
れ

て
い
る

（
100
）

。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
多
岐
に
わ
た
る
特
質
を
持
つ
計
画
保
証
法
を
実
験
法
（E

xperim
entiergesetz

）
で
あ
る
と
ま
で
指
摘
す
る

論
者
も
い
た

（
101
）

。

直
近
の
二
年
間
の
計
画
法
領
域
に
お
け
る
制
度
改
定
を
踏
ま
え
て
、
二
〇
二
〇
年
一
一
月
五
日
の
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
大
学
の
空
間
計
画
中

央
研
究
所
に
お
け
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
イ
ン
フ
ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
計
画
、
承
認
及
び
実
施
に
お
け
る
法
的
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ

）
三
四
四
（



日
本
法
学

　第
八
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
二
三
年
一
月
）

一
一
二

た
（
102
）

。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
中
で
、
計
画
保
証
法
の
機
能
と
位
置
づ
け
に
つ
い
て
も
議
論
さ
れ
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
お
け
る
市
民
参
加
の

確
保
を
歓
迎
す
る
意
見
や
、
市
民
が
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
に
可
能
な
限
り
参
加
し
通
常
の
手
続
過
程
と
同
等
に
な
る
よ
う
、
オ
ン
ラ
イ
ン

手
続
の
実
施
に
関
す
る
裁
量
を
厳
格
に
す
べ
き
と
い
う
見
解
が
示
さ
れ
た
。
そ
の
一
方
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
審
議
の
充
実
化
に
対
し
て
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
基
盤
と
し
た
一
般
的
な
公
衆
参
加
の
た
め
の
将
来
に
向
け
た
規
律
の
青
写
真
（B

laupause

）
を
見
出
せ
る
と
い
う
指
摘

も
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
専
門
技
術
的
な
「
認
識
の
真
空
（E

rkenntnisvakuum

）」
の
中
で
法
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
、
基

本
権
に
関
連
す
る
分
野
に
お
い
て
は
立
法
府
に
よ
る
積
極
的
活
動
が
必
要
と
も
指
摘
さ
れ
た

（
103
）

。

４
　
計
画
保
証
法
の
適
用
状
況
と
問
題
点

計
画
保
証
法
の
適
用
実
績
に
つ
い
て
、
例
え
ば
、
ド
イ
ツ
鉄
道
で
は
二
〇
二
〇
年
に
約
三
〇
の
手
続
が
停
止
す
る
の
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
た
。
具
体
的
に
は
、
騒
音
防
止
用
の
防
音
壁
、
鉄
道
高
架
橋
、
Ｓ
バ
ー
ン
計
画
、
及
び
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
改
修
と
再
築

に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
公
共
事
業
で
は
、
カ
ー
ル
ス
ル
ー
エ
・
バ
ー
ゼ
ル
線
と
ハ
ー
ナ
ウ
・
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
・
フ
ル
ダ
線
の

延
伸
、
並
び
に
北
東
バ
イ
エ
ル
ン
、
ハ
ノ
ー
バ
ー
・
ビ
ー
レ
フ
ェ
ル
ト
線
及
び
ホ
ッ
フ
ラ
イ
ン
鉄
道
の
改
修
な
ど
が
あ
り
、
ビ
デ
オ
会
議

や
会
議
の
一
般
公
開
の
実
績
も
あ
っ
た

（
104
）

。
こ
う
し
た
実
績
に
基
づ
き
好
意
的
な
評
価
が
あ
る
一
方
で
、
以
下
の
よ
う
な
批
判
も
示
さ
れ
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
ア
ク
セ
ス
で
き
な
い
或
い
は
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
へ
の
接
触
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
市
民
の
参
加
確

保
や
公
示
請
求
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
、
ま
た
、
討
議
期
日
を
文
字
だ
け
の
手
続
に
置
き
換
え
る
こ
と
は
議
論
の
機
会
を
放
棄
す
る
こ
と
に

な
る
等
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
不
十
分
な
審
議
が
批
判
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た

（
105
）

。

）
三
四
四
（



計
画
手
続
の
迅
速
化
と
市
民
参
加
の
機
能
に
関
す
る
考
察
（
長
谷
川
）

一
一
三

四
　
計
画
手
続
へ
の
市
民
参
加
に
関
す
る
考
察
─
ド
イ
ツ
で
の
議
論
と
今
後
の
展
望

１
　
投
資
迅
速
化
法
を
巡
る
動
き

ド
イ
ツ
で
は
、
感
染
症
の
拡
大
に
対
応
し
て
計
画
承
認
へ
の
市
民
参
加
を
確
保
す
る
動
き
と
並
行
す
る
か
た
ち
で

（
106
）

、
二
〇
二
〇
年
一
二

月
に
は
、
投
資
の
迅
速
化
の
た
め
の
法
律
（G

esetz zur B
eschleunigung von Investitionen 

（Investitionsbeschleunigungsgesetz

）〔
投
資

迅
速
化
法

（
107
）

〕）
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
の
新
法
は
、
二
〇
一
七
年
に
始
ま
っ
た
立
法
期
（
第
一
九
期
）
に
イ
ン
フ
ラ
分
野
の
計
画
承
認
手
続
を

迅
速
化
す
る
一
連
の
制
度
改
定
の
流
れ
が
広
が
っ
た
こ
と
を
受
け
て
、
投
資
の
実
行
と
い
う
側
面
か
ら
計
画
手
続
の
促
進
を
意
図
し
た
も

の
で
あ
る

（
108
）

。
各
種
の
計
画
手
続
と
の
関
連
で
は
、
鉄
道
路
線
の
小
規
模
な
工
事
に
つ
い
て
一
般
鉄
道
法
上
の
認
可
を
受
け
る
義
務
を
免
除

し
、
よ
り
迅
速
な
実
施
を
図
る
も
の
と
さ
れ
た
。
具
体
的
に
は
、
二
条
及
び
四
条
が
、
鉄
道
路
線
の
電
化
や
信
号
機
の
改
修
、
及
び
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
延
長
な
ど
に
つ
い
て
、
環
境
影
響
評
価
の
実
施
義
務
の
な
い
と
き
は
計
画
承
認
手
続
と
認
可
義
務
か
ら
除
外
す
る
こ

と
を
定
め
て
い
る
。
技
術
的
な
審
査
は
引
き
続
き
実
施
が
必
要
と
さ
れ
る
が
、
承
認
手
続
の
緩
和
に
よ
り
、
事
業
主
体
の
負
担
が
軽
減
さ

れ
る
。
た
だ
し
、
審
議
の
当
初
、
原
案
に
対
し
て
「
こ
の
対
策
で
実
際
に
ど
の
程
度
の
大
幅
な
短
縮
・
加
速
効
果
が
期
待
で
き
る
の
か
」

認
識
で
き
な
い
と
い
う
批
判
が
、
国
家
規
格
管
理
協
議
会
（N

ationalen N
orm

enkontrollrat

）
か
ら
示
さ
れ
た

（
109
）

点
に
は
留
意
が
必
要
で
あ

る
。具

体
的
な
緩
和
効
果
は
今
後
明
ら
か
と
な
る
が
、
立
法
過
程
に
お
い
て
は
、
二
〇
一
二
年
一
一
月
に
連
邦
首
相
府
（B

undeskanzleram
t

）

が
取
り
ま
と
め
た
「
イ
ン
フ
ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
計
画
法
と
建
設
法
領
域
に
お
け
る
履
行
コ
ス
ト

（
110
）

」
に
基
づ
い
た
試
算
が
参
照
さ
れ
て
い

る
。
投
資
迅
速
化
法
の
対
象
で
あ
る
小
規
模
な
鉄
道
工
事
に
参
照
す
る
た
め
同
程
度
の
ロ
ー
カ
ル
バ
イ
パ
ス
に
つ
い
て
見
る
と
、
原
案
資

）
三
四
四
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日
本
法
学

　第
八
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
二
三
年
一
月
）

一
一
四

料
の
作
成
に
二
八
四
日
の
処
理
期
間
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
も
し
も
期
間
の
三
分
の
一
が
計
画
承
認
義
務
の
免
除
に
よ
っ
て
短
縮
さ
れ
る

な
ら
ば
、
標
準
で
九
五
日
間
短
く
な
る
。
連
邦
政
府
の
賃
金
コ
ス
ト
を
一
時
間
当
た
り
六
五
・
四
〇
ユ
ー
ロ
と
す
る
と
、
一
つ
の
手
続
に

つ
き
四
万
九
七
〇
四
ユ
ー
ロ
に
相
当
す
る
。
鉄
道
工
事
は
一
年
間
で
お
よ
そ
一
〇
〇
〇
件
の
計
画
承
認
手
続
が
想
定
さ
れ
る
が
、
仮
に
こ

れ
ら
の
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
新
た
な
規
律
の
対
象
と
な
っ
た
場
合
、
年
間
二
四
八
万
五
二
〇
〇
ユ
ー
ロ
の
節
約
と
な
る
。
こ
の
意
味
で
、
経

済
的
な
コ
ス
ト
の
軽
減
が
期
待
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る

（
111
）

。

２
　
市
民
参
加
に
関
す
る
議
論
の
深
化

ド
イ
ツ
に
お
け
る
イ
ン
フ
ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
の
迅
速
化
に
関
す
る
議
論
は
、
一
九
七
〇
年
代
後
半
に
遡
る

（
112
）

。
ハ
ン
ス-

ユ
ル
ゲ

ン
・
パ
ピ
エ
（H

ans-Jürgen P
apier （

113
）

）
は
、
一
九
七
八
年
、
産
業
と
交
通
の
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
承
認
に
関
す
る
講
演
に
お
い
て
、

「
時
間
の
問
題
」
と
「
公
法
上
の
機
関
と
意
思
決
定
構
造
の
機
能
不
全
」
が
存
在
す
る
と
述
べ
て
い
る

（
114
）

。
ま
た
、
一
九
八
三
年
の
連
邦
参

議
会
（B

undesrat

）
の
行
政
裁
判
所
と
財
政
裁
判
所
に
お
け
る
裁
判
所
の
負
担
軽
減
に
関
す
る
法
律
、
及
び
行
政
裁
判
所
法
の
改
正
法
案

の
審
議
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
、
交
通
及
び
廃
棄
物
処
理
の
分
野
に
お
け
る
技
術
的
な
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
す
る
行
政
裁
判
所

の
紛
争
に
つ
い
て
は
、
手
続
を
よ
り
速
く
進
め
て
い
く
た
め
の
規
律
の
追
加
が
必
要
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
た

（
115
）

。
さ
ら
に
、
一
九
八
〇
年
代

末
に
は
国
内
の
経
済
界
か
ら
の
圧
力
が
強
ま
り
、
計
画
実
施
の
停
滞
に
よ
る
投
資
の
低
迷
と
競
争
上
の
不
利
益
が
指
摘
さ
れ
る
に
至
っ

た
（
116
）

。
こ
う
し
た
流
れ
と
ド
イ
ツ
再
統
一
を
受
け
て
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
、
連
邦
レ
ベ
ル
で
「
迅
速
化
（B

eschleunigung

）」
と
い
う
用

語
が
タ
イ
ト
ル
に
含
ま
れ
る
関
連
法
が
六
件

（
117
）

制
定
さ
れ
た

（
118
）

。
投
資
迅
速
化
法
は
、
七
番
目
の
法
律
と
な
る
。
け
れ
ど
も
、
計
画
手
続
の
効

率
化
を
重
視
す
る
立
場
か
ら
は
、
数
十
年
も
迅
速
化
を
推
し
進
め
て
き
た
の
に
ま
だ
十
分
な
速
度
に
至
っ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
、
或
い

は
、
誰
か
が
同
時
に
ブ
レ
ー
キ
を
踏
ん
で
加
速
を
打
ち
消
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
指
摘
も
あ
る

（
119
）

。

）
三
四
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計
画
手
続
の
迅
速
化
と
市
民
参
加
の
機
能
に
関
す
る
考
察
（
長
谷
川
）

一
一
五

し
か
し
、
計
画
手
続
の
理
論
的
位
置
づ
け
や
存
在
意
義
か
ら
制
度
を
捉
え
、
安
易
な
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
に
否
定
的
な
見
解
が
目
立
っ
て

き
て
い
る
。
例
え
ば
、
公
共
的
な
審
査
の
精
度
が
低
下
す
る
こ
と
は
避
け
る
べ
き
で
あ
り
、
異
な
る
利
害
の
間
に
適
切
な
バ
ラ
ン
ス
を
見

出
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
120
）

。
そ
し
て
、
対
立
を
無
く
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
も
可
能
な
限
り
早
い
段
階
で
の
意

思
決
定
へ
の
市
民
参
加
と
透
明
性
の
確
保
が
重
要
で
あ
る

（
121
）

。
さ
ら
に
は
、
議
論
の
多
い
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
ス
イ
ス
方
式
を

参
考
に
住
民
投
票
を
行
う
方
法
も
提
案
さ
れ
て
い
る

（
122
）

。
地
元
の
反
発
が
全
て
解
消
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
と
し
て
も
、
住
民
投
票
に
よ
り

政
治
的
正
当
性
が
強
化
さ
れ
る
こ
と
が
そ
の
理
由
で
あ
る
。
し
か
し
、
コ
ス
ト
や
時
間
的
制
約
を
考
え
る
と
、
実
施
は
慎
重
に
行
う
の
が

適
切
で
あ
ろ
う
。

計
画
手
続
に
お
け
る
行
政
法
上
の
討
議
期
日
は
、
現
在
も
な
お
議
論
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
要
因
の
一
つ
に
、
理
論
的
な
基
礎

と
実
際
的
な
実
施
状
況
の
間
に
か
な
り
の
矛
盾
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る

（
123
）

。
そ
の
た
め
、
行
政
当
局
だ
け
で
な
く
利
害
関
係
人
の
側
も
、
討
議

期
日
に
対
し
て
不
満
を
持
っ
て
い
る
。
討
議
期
日
の
現
況
は
情
報
提
供
や
受
容
と
い
っ
た
機
能
を
果
た
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と

い
う
問
題
点
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
る

（
124
）

。
そ
こ
で
は
、
市
民
参
加
の
変
化

（
125
）

と
制
度
上
の
手
続
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
が
大
き
く
作
用
し
て
い

る
。
計
画
手
続
の
複
雑
な
シ
ス
テ
ム
の
中
で
、
立
法
者
が
必
ず
し
も
統
一
的
な
バ
ラ
ン
ス
を
取
ら
ず
絶
え
ず
変
容
し
て
い
る
こ
と
も
問
題

と
さ
れ
て
い
る

（
126
）

。

た
だ
し
、
直
近
の
連
立
交
渉
で
あ
る
二
〇
二
一
年
一
二
月
の
第
二
〇
期
立
法
期
の
連
立
協
定
で
は
計
画
承
認
手
続
の
迅
速
化
で
合
意
が

形
成
さ
れ
て
お
り

（
127
）

、
今
後
の
方
針
は
確
定
的
と
言
え
る
。
こ
の
連
立
協
定
で
は
、
手
続
期
間
の
半
減
が
目
標
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

法
的
安
定
性
（R

echtssicherheit

）
と
相
互
信
頼
（gegenseitiges V

ertrauen
）
に
基
づ
く
計
画
文
化
（P

lanungskultur

）
の
ド
イ
ツ
で
の

実
現
を
、
連
立
政
権
は
目
指
し
て
い
る
。
ま
た
、
連
立
協
定
書
は
、
計
画
保
証
法
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
化
の
可
能
性
を
切
れ
目
な
く
継
続

）
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日
本
法
学

　第
八
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
二
三
年
一
月
）

一
一
六

し
、
市
民
参
加
を
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
も
強
調
し
て
い
る
。

３
　
市
民
参
加
の
機
能
の
再
構
成

こ
の
よ
う
に
、
計
画
手
続
の
転
換
点
に
直
面
し
て
い
る
中
で
、
討
議
期
日
と
市
民
参
加
の
機
能
を
再
点
検
す
る
議
論
も
生
ま
れ
て
い
る
。

従
来
か
ら
、
建
設
計
画
（B

auplanung

）
の
領
域
に
お
け
る
公
衆
参
加
の
機
能
を
分
類
し
た
考
察
が
展
開
さ
れ
て
い
た
が

（
128
）

、
計
画
承
認
手

続
全
体
に
広
が
り
を
持
つ
検
証
で
あ
る
。
代
表
的
な
分
類
は
、
以
下
の
五
項
目
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
情
報
機
能

（Inform
ationsfunktion

）、
受
容
（A

kzeptanz

）、
民
主
主
義
と
正
当
化
機
能
（D

em
okratie- und L

egitim
ationsfunktion

）、
早
期
の
法
的

保
護
（V

orgezogener R
echtsschutz

）
及
び
バ
ラ
ン
ス
調
整
機
能
な
い
し
満
足
化
機
能
（A

usgleichs- bzw
. B

efriedungsfunktion

）
で
あ

る
（
129
）

。情
報
機
能
は
、
特
に
連
邦
行
政
裁
判
所
が
重
要
視
す
る
機
能
で
あ
る
。「
対
立
す
る
立
場
に
つ
い
て
深
く
議
論
し
、
計
画
承
認
機
関
の

情
報
と
意
思
決
定
の
基
盤
を
拡
大
す
る
」
こ
と
が
、
討
議
期
日
で
議
論
を
重
ね
る
目
的
と
さ
れ
て
い
る

（
130
）

。
計
画
に
対
す
る
異
議
申
立
て
と

意
見
交
換
が
、
情
報
に
よ
っ
て
生
成
さ
れ
る
共
通
の
認
識
基
盤
を
必
然
的
に
前
提
と
し
て
い
る
こ
と
が
背
景
と
な
っ
て
い
る

（
131
）

。
こ
こ
で
は

特
に
、
行
政
が
健
全
に
意
思
決
定
を
行
う
た
め
の
根
拠
を
得
る
た
め
に
、
利
害
に
関
連
す
る
事
項
を
収
集
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

（
132
）

。

も
っ
と
も
、
計
画
が
複
雑
化
し
て
く
る
と
専
門
家
の
サ
ポ
ー
ト
無
し
に
市
民
が
理
解
で
き
な
い
こ
と
も
多
く
、
情
報
量
と
の
関
連
で
公
告

か
ら
討
議
期
日
ま
で
の
準
備
期
間
が
短
い
こ
と
に
も
留
意
が
必
要
で
あ
る

（
133
）

。
そ
の
た
め
、
期
日
前
の
充
実
し
た
情
報
提
供
が
、
討
議
期
日

を
冗
長
に
し
な
い
た
め
に
重
要
と
な
る
。
ま
た
、
何
百
人
も
の
参
加
者
が
い
る
規
模
の
大
き
な
討
議
期
日
で
は
、
そ
の
場
で
正
確
に
懸
念

を
表
明
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
手
続
の
進
展
に
応
じ
た
情
報
提
供
が
求
め
ら
れ
る
。

受
容
機
能
は
、
本
稿
で
も
複
数
の
箇
所
で
指
摘
し
た
要
素
で
あ
り
市
民
参
加
の
枠
組
み
で
中
心
的
な
機
能
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
が

）
三
四
三
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計
画
手
続
の
迅
速
化
と
市
民
参
加
の
機
能
に
関
す
る
考
察
（
長
谷
川
）

一
一
七

多
い
が

（
134
）

、
法
的
に
は
依
然
と
し
て
あ
い
ま
い
な
機
能
と
さ
れ
て
い
る

（
135
）

。
そ
の
定
義
に
も
論
者
に
よ
っ
て
相
違
が
認
め
ら
れ
る

（
136
）

。
共
通
項
と

し
て
は
、
国
民
が
手
続
に
参
加
す
る
こ
と
で
心
構
え
（B

ereitschaft

）
が
整
い
抵
抗
が
無
く
な
っ
た
こ
と
が
、
法
的
に
受
容
と
し
て
み
な

す
こ
と
が
可
能
と
さ
れ
て
い
る

（
137
）

。
た
だ
、
実
際
の
手
続
の
進
み
方
に
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
討
議
期
日
は
基
本
的
に
最
終
局
面
で
実
施
さ

れ
る

（
138
）

。
こ
の
時
点
で
、
計
画
自
体
を
実
施
す
る
か
否
か
は
問
題
で
な
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
一
般
市
民
は
対
等
な
立
場
で
対
話
を
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
こ
れ
は
、
参
加
へ
の
意
欲
が
手
続
の
終
盤
で
芽
生
え
て
く
る
と
い
う
参
加
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス

（B
eteiligungsparadoxon

）
の
好
例
で
あ
る

（
139
）

。
他
方
で
、
た
と
え
一
般
市
民
が
関
係
機
関
を
通
じ
て
計
画
の
立
案
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

が
可
能
だ
と
し
て
も
、
計
画
承
認
は
複
雑
な
手
続
で
あ
り
法
律
と
専
門
的
知
見
に
精
通
し
て
い
な
い
者
が
的
確
に
内
容
を
把
握
す
る
こ
と

は
難
し
い
。
専
門
家
の
助
言
な
し
に
は
実
質
的
な
議
論
が
で
き
ず
、
対
話
と
い
う
形
式
が
計
画
に
対
し
て
「
立
ち
向
か
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
（in S

tellung

）」
と
い
う
対
立
的
な
状
況
に
変
質
し
て
し
ま
う
問
題
が
あ
る

（
140
）

。
利
害
関
係
を
持
つ
者
た
ち
が
相
互
に
議
論
を
行
う
可

能
性
を
担
保
す
る
上
で
、
口
頭
の
議
論
は
書
面
に
よ
る
異
議
申
立
て
よ
り
も
効
果
的
で
は
あ
る
が
、
受
容
の
生
成
に
過
度
な
依
存
や
期
待

を
し
過
ぎ
る
こ
と
は
避
け
る
べ
き
と
言
え
よ
う

（
141
）

。

民
主
主
義
と
正
当
化
機
能
に
関
し
て
は
、
特
に
大
規
模
な
イ
ン
フ
ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
場
合
、
代
表
制
民
主
主
義
の
推
進
に
不
可
欠
な

国
家
と
国
民
の
間
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
（R

ückkopplung

）
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
で
、
正
当
性
の
強
化
に
つ
な
が
る

（
142
）

。
計
画
に
よ
っ
て
影

響
を
受
け
る
人
々
が
広
く
参
加
す
る
こ
と
で
紛
争
が
回
避
さ
れ
、
正
当
性
の
要
因
が
促
進
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る

（
143
）

。
も
っ
と
も
、
討
議

期
日
は
必
ず
し
も
熟
慮
的
な
対
話
を
目
指
す
も
の
で
は
な
く
、
影
響
を
受
け
る
人
々
が
懸
念
事
項
を
示
し
て
意
思
決
定
を
形
成
さ
せ
て
い

く
と
い
う
利
害
調
整
を
主
た
る
目
的
と
し
て
い
る

（
144
）

。
し
た
が
っ
て
、
共
同
決
定
の
作
用
は
限
定
的
で
対
話
の
民
主
的
効
果
と
正
当
性
の
促

進
機
能
は
大
き
く
な
い
と
の
指
摘
も
あ
る

（
145
）

。

）
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四
四
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日
本
法
学

　第
八
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
二
三
年
一
月
）

一
一
八

早
期
の
法
的
保
護
機
能
に
は
、
法
の
支
配
と
い
う
憲
法
上
の
基
本
原
理
が
関
わ
る
と
さ
れ
る
。
法
的
手
続
に
参
加
す
る
機
会
を
確
保
す

る
こ
と
で
基
本
的
権
利
が
実
体
的
に
保
護
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る

（
146
）

。
た
だ
し
、
参
加
機
会
の
確
保
と
い
う
点
か
ら
考
え
る
と
、
必
ず
し
も
物

理
的
な
期
日
へ
の
出
席
を
要
求
す
る
も
の
で
は
な
い
。
意
見
の
提
出
に
よ
っ
て
も
機
能
を
果
た
し
得
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
討
議
期
日

が
排
他
的
な
機
能
を
持
っ
て
い
る
と
ま
で
は
言
え
な
い

（
147
）

。
討
議
期
日
の
放
棄
が
許
容
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
で
あ
る
。

最
後
に
、
バ
ラ
ン
ス
調
整
機
能
は
、
満
足
化
機
能
と
も
呼
ば
れ
る
が
受
容
機
能
と
の
境
界
は
必
ず
し
も
明
瞭
で
は
な
く
、
機
能
の
中
身

も
あ
い
ま
い
と
さ
れ
て
い
る

（
148
）

。
た
だ
し
、
計
画
プ
ロ
セ
ス
の
初
期
段
階
か
ら
関
与
し
て
い
る
事
業
主
体
と
計
画
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
る

人
々
の
利
害
の
バ
ラ
ン
ス
を
確
保
す
る
と
い
う
意
味
で
、
討
議
期
日
の
要
素
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る

（
149
）

。
こ
れ
は
、
手
続
の
公

正
性
確
保
の
原
則
に
由
来
し
、
審
理
の
基
盤
を
支
え
る
理
念
で
あ
る

（
150
）

。
武
器
対
等
の
原
則
を
遵
守
す
る
た
め
に
、
異
な
る
利
害
関
係
を
持

つ
者
は
互
い
に
対
等
な
地
位
で
向
き
合
う
べ
き
で
あ
る

（
151
）

。
受
容
機
能
と
の
重
な
り
は
、
こ
の
よ
う
に
対
等
な
対
話
を
前
提
と
す
る
側
面
か

ら
生
じ
て
い
る

（
152
）

。
利
害
の
バ
ラ
ン
ス
を
確
保
す
る
上
で
必
要
な
の
は
、
計
画
を
実
施
す
る
当
局
が
公
的
利
益
と
私
的
利
益
を
公
平
に
比
較

検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
計
画
に
関
す
る
多
様
な
意
見
を
聴
き
取
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

（
153
）

。
そ
し
て
、
結
局
の
と
こ
ろ

計
画
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
る
人
々
の
間
で
、
行
政
の
中
立
性
が
欠
落
し
て
い
る
と
主
観
的
な
疑
念
を
抱
く
こ
と
を
防
止
す
る
こ
と
で
バ

ラ
ン
ス
調
整
を
実
現
で
き
る
。
こ
の
場
合
、
調
整
機
能
は
行
政
の
透
明
性
と
統
制
に
変
容
す
る

（
154
）

。

こ
の
よ
う
な
体
系
的
な
機
能
に
沿
っ
た
解
析
を
通
じ
て
、
討
議
期
日
が
行
政
と
国
民
の
新
た
な
関
係
性
に
対
応
し
き
れ
ず
に
機
能
不
全

に
陥
る
懸
念
を
示
す
見
解
も
あ
る

（
155
）

。
た
し
か
に
、
情
報
収
集
や
法
的
保
護
に
関
す
る
一
定
の
効
果
は
認
め
ら
れ
、
調
整
機
能
も
あ
る
。
し

か
し
、
こ
う
し
た
機
能
は
討
議
期
日
以
外
の
手
段
で
も
確
保
が
可
能
で
あ
る
。
市
民
参
加
に
関
す
る
理
解
の
変
化
に
よ
り
、
従
来
の
機
能

や
期
待
を
果
た
せ
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
係
す
る
各
方
面
に
フ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
与
え
な
い
た
め
に
は
、
早

）
三
四
六
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計
画
手
続
の
迅
速
化
と
市
民
参
加
の
機
能
に
関
す
る
考
察
（
長
谷
川
）

一
一
九

い
段
階
で
審
議
事
項
の
意
味
を
設
定
す
る
と
と
も
に
、
計
画
手
続
の
経
過
に
応
じ
て
提
示
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏

ま
え
て
、
計
画
手
続
に
立
法
府
が
関
わ
る
こ
と
は
有
効
な
選
択
肢
で
あ
る
と
、
こ
の
見
解
の
論
者
は
結
論
づ
け
て
い
る
。

４
　
ま
と
め
と
展
望

以
上
の
よ
う
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
策
と
重
な
り
合
う
か
た
ち
で
、
ド
イ
ツ
で
は
計
画
手
続
と
市
民
参
加
に
つ
い

て
多
様
な
制
度
改
定
と
議
論
の
深
化
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
過
程
で
顕
在
化
し
た
市
民
参
加
の
機
能
に
関
す
る
議
論
や
参
加
方
法
の
機
能
不

全
の
問
題
は
、
我
が
国
の
行
政
計
画
と
市
民
参
加
の
議
論
に
も
共
通
す
る
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
連
邦
議
会
の
内
務
委
員
会
が
、

将
来
に
わ
た
っ
て
で
き
る
限
り
バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
行
政
と
電
子
通
信
の
恒
久
的
な
国
民
に
優
し
い
デ
ジ
タ
ル
化
を
実
現
す
る
た
め
に
、
計

画
保
証
法
の
活
用
を
評
価
す
る
よ
う
連
邦
政
府
に
指
示
し
て
い
る

（
156
）

こ
と
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
こ
の
議
論
は
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
と

も
深
く
関
係
し
て
い
る
。

日
本
に
お
け
る
市
民
参
加
の
分
析
は
引
き
続
き
重
ね
て
い
く
必
要
が
あ
る
が
、
最
近
の
注
目
す
べ
き
動
き
と
し
て
は
「D

ecidim

（
デ

シ
デ
ィ
ム
）」
の
導
入
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
参
加
型
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
あ
り

（
157
）

、
二
〇
一
六
年
に
ス
ペ
イ
ン

の
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
利
用
が
始
ま
っ
た
。
予
算
編
成
や
計
画
立
案
に
市
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、

海
外
で
は
、
ヘ
ル
シ
ン
キ
市
や
ミ
ラ
ノ
市
な
ど
で
活
用
さ
れ
て
い
る
。
我
が
国
で
は
、
二
〇
二
〇
年
一
〇
月
の
加
古
川
市
（
兵
庫
県
）
を

皮
切
り
に
、
こ
れ
ま
で
に
兵
庫
県
、
与
謝
野
町
（
京
都
府
）、
釜
石
市
（
岩
手
県
）、
小
諸
市
（
長
野
県
）、
西
会
津
町
（
福
島
県
）
及
び
真
鶴

町
（
神
奈
川
県
）
で
利
用
実
績
が
あ
る
。
た
だ
し
、
二
〇
二
二
年
八
月
時
点
で
、
加
古
川
市
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
へ
の
参
加
者
が

八
四
三
名
に
と
ど
ま
る
な
ど
広
が
り
は
あ
ま
り
見
ら
れ
て
い
な
い
。
現
在
、
加
古
川
市
で
は
二
〇
二
二
年
一
一
月
三
〇
日
ま
で
の
期
間
で
、

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
構
想
に
関
す
る
市
民
か
ら
の
ア
イ
デ
ィ
ア
をD

ecidim

経
由
で
募
集
し
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
各
自
治
体

）
三
四
四
（



日
本
法
学

　第
八
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
二
三
年
一
月
）

一
二
〇

が
今
後
運
用
を
し
て
い
く
か
が
注
目
さ
れ
る
。

「
市
民
の
意
見
を
尊
重
す
る
」
と
い
う
理
念
の
重
要
性
は
、
政
策
立
案
と
運
営
に
携
わ
る
人
々
の
共
通
認
識
で
あ
ろ
う
。
そ
の
一
方
で
、

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
ド
イ
ツ
の
議
論
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
市
民
参
加
や
公
聴
会
の
機
能
の
不
十
分
性
は
、
我
が
国
に
お
い
て
も
従
来
か

ら
指
摘
さ
れ
て
き
た

（
158
）

。
参
加
の
機
能
と
役
割
を
体
系
的
に
整
序
し
て
議
論
を
明
瞭
化
す
る
こ
と
は
、
市
民
と
行
政
の
実
効
性
の
あ
る
協
働

を
実
現
す
る
上
で
不
可
欠
で
あ
る
。
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
情
報
提
供
を
実
施
し
、
問
題
意
識
の
基
盤
を
整
理
し
た
上
で
、
相
互
の
意
見

交
換
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
い
、
判
断
プ
ロ
セ
ス
を
透
明
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
反
対
意
見
や
異
論
の
あ
る
人
々
も
含
め
た
受
容
の
状
態
を

生
み
出
し
得
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
行
政
活
動
に
対
す
る
信
頼
性
の
確
保
と
向
上
に
も
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
ら
の
仮
説
の

検
証
は
今
後
を
期
し
て
い
る
が
、
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
急
速
な
進
行
に
合
わ
せ
る
か
た
ち
で
理
論
的
枠
組
み
を
整
え
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
ろ
う
。

（
1
） 

我
が
国
に
お
け
る
法
令
上
の
名
称
で
あ
る
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
宣
言
に
先
立
っ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
を
指
定
感
染
症
と
し
て
定
め
る
等
の
政
令
（
令
和
二
年
政
令
第
一
一
号
）
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
（
令
和
二
年
一
月
二
八
日
公
布
、
同
年

二
月
一
日
施
行
）。
な
お
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
に
よ
る
名
称
に
関
す
る
公
式
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
は
、
令
和
二
年
二
月
一
一
日
で
あ
る
（https://w

eb.archive.

org/w
eb/20200229165426/https://w

w
w

.w
ho.int/dg/speeches/detail/w

ho-director-general-s-rem
arks-at-the-m

edia-briefing-on-

2019-ncov-on-11-february-2020

〔
令
和
四
年
八
月
一
〇
日
閲
覧
〕）。

（
2
） 

日
本
に
お
け
る
法
制
上
の
一
連
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
土
井
翼
「
日
本
に
お
け
るC

O
V

ID
-19

対
策
と
感
染
症
法
制
」
行
政
法
研
究
四
三
号

（
二
〇
二
二
年
）
六
三
頁
を
参
照
。

（
3
） 

拙
稿
「
行
政
計
画
の
策
定
手
続
に
関
す
る
考
察
─
ド
イ
ツ
に
お
け
る
計
画
策
定
手
続
の
展
開
を
踏
ま
え
て
─
」
日
本
法
学
八
六
巻
一
号

）
三
四
四
（



計
画
手
続
の
迅
速
化
と
市
民
参
加
の
機
能
に
関
す
る
考
察
（
長
谷
川
）

一
二
一

（
二
〇
二
〇
年
）
一
頁
以
下
。

（
4
） 

ド
イ
ツ
に
お
け
る
立
法
対
応
を
多
角
的
に
検
証
し
た
も
の
と
し
て
、
横
田
明
美
『
コ
ロ
ナ
危
機
と
立
法
・
行
政
─
ド
イ
ツ
感
染
症
予
防
法
の
多

段
改
正
か
ら
』（
弘
文
堂
、
二
〇
二
二
年
）
が
あ
る
。

（
5
） 
宍
戸
常
寿
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
立
憲
主
義
」
法
律
時
報
九
三
巻
三
号
（
二
〇
二
二
年
）
一
五
三
頁
。

（
6
） V

om
 29. 11. 2018 

（B
G

B
l. I 2018, S

.2237

）.

（
7
） 

拙
稿
・
前
掲
注（
３
）三
頁
か
ら
一
七
頁
。
ま
た
、
欧
州
連
合
の
制
度
設
計
に
よ
る
影
響
に
関
し
て
は
、B

oas K
üm

per, E
inw

irkungen des 

U
nionsrechts auf das deutsche P

lanungs- und Z
ulassungsrecht, D

V
B

l 2019, S
.1605

を
参
照
。

（
8
） M

itarbeiter M
axim

ilian R
oth, P

lanungs- und G
enehm

igungsbeschleunigung, Z
R

P
 2022, S

.82.

（
9
） 

概
要
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
・
前
掲
注（
３
）一
五
頁
か
ら
一
七
頁
。E

ntw
urf eines G

esetzes zur B
eschleunigung von P

lanungs- und 

G
enehm

igungsverfahren im
 V

erkehrsbereich, B
undesrat D

rucksache 389/18.

（
10
） 

一
連
の
計
画
承
認
手
続
に
対
す
る
弁
護
士
の
観
点
か
ら
の
分
析
と
し
て
、M

arkus D
eutsch, R

echtsproblem
e der P

lanfeststellung aus 

anw
altlicher S

icht, D
V

B
l 2019, S

.1437
が
あ
る
。
ま
た
、
二
〇
一
九
年
ま
で
の
計
画
手
続
の
迅
速
化
に
関
し
て
は
、R

yan K
elly und 

K
ristina S

chm
idt, E

nergieleitungsausbau auf der infrastrukturrechtlichen Ü
berholspur, A

öR
 144

（2019

）, S
.577 ff. 

も
参
照
。

（
11
） B

undesfernstraßengesetz 

（F
S

trG

） vom
 6. 8. 1953, B

G
B

l. I S
.903.

（
12
） A

llgem
einen E

isenbahngesetz 

（A
E

G

） vom
 27. 12. 1993, B

G
B

l. I S
. 2378, 2396; 1994 I S

. 2439.

（
13
） B

undesw
asserstraßengesetz 

（W
aS

trG

） vom
 2. 4. 1968, B

G
B

l. II S
.173.

（
14
） K

ristina S
chm

idt und R
yan K

elly, 

（R

） Evolution des Infrastrukturrechts in der V
erkehrsw

ege- und E
nergieleitungsplanung 

- planungsrechtliche B
eschleunigung vs. verfassungsrechtliche E

ntschleunigung 

（T
eil 1

）, V
erw

A
rch 2021, S

.97

（119

）.

（
15
） 

連
邦
水
路
法
一
四
条
二
項
。

（
16
） M

itarbeiter M
axim

ilian R
oth, a. a. O

. 

（F
n. 8

）, S
.82. 

連
邦
遠
距
離
道
路
法
一
七
条
二
項
、
一
般
鉄
道
法
一
八
条
二
項
。

（
17
） C

lem
ens A

ntw
eiler, P

lanungsbeschleunigung für V
erkehrsinfrastruktur – R

ückabw
icklung der L

ehren aus „S
tuttgart 21 “, 

）
三
四
四
（



日
本
法
学

　第
八
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
二
三
年
一
月
）

一
二
二

N
V

w
Z

 2019, S
.29

（32

）.
（
18
） B

enjam
in P

fannkuch und M
irko S

chönfeldt, D
ie R

ealisierung von Infrastrukturvorhaben im
 B

lickw
inkel des P

lanungs- und 

V
ergaberechts E

rw
ägungen zur M

odifizierung des rechtlichen R
ahm

ens, N
V

w
Z

 2020, S
.1557

（1558

）.

（
19
） B

V
erw

G
, U

rt. v. 09.07.2008 – 9 A
 14.07 – B

V
erw

G
E

 131, 274 = D
V

B
l 2009, S

.259 – A
 30 N

ordum
fahrung B

ad O
eynhausen.

（
20
） B

ernhard S
tüer, G

esetz zur B
eschleunigung von P

lanungs- und G
enehm

igungsverfahren im
 V

erkehrsbereich 2018, D
V

B
l 

2019, S
.351

（352
）.

（
21
） B

enjam
in P

fannkuch und M
irko S

chönfeldt, a. a. O
. 

（F
n. 18

）, S
.1558.

（
22
） Jens W

ahlhäuser, D
as G

esetz zur B
eschleunigung von Investitionen 

（Investitionsbeschleunigungsgesetz

） als w
eiterer 

B
eitrag zur F

örderung von B
eschleunigungspotentialen in den B

ereichen Infrastrukturausbau, Justiz und R
aum

ordnung, U
P

R
 

2021, S
.41.

（
23
） E

ntw
urf eines G

esetzes zur w
eiteren B

eschleunigung von P
lanungs- und G

enehm
igungsverfahren im

 V
erkehrsbereich, 

B
undesrat D

rucksache 582/19.

（
24
） 

一
九
九
〇
年
代
か
ら
約
三
〇
年
に
わ
た
る
計
画
承
認
手
続
の
加
速
化
に
つ
い
て
は
、Jan Z

iekow
, V

erfahrensrechtliche R
egelung der 

V
orbereitung von M

aßnahm
engesetzen im

 V
erkehrsbereich, N

V
w

Z
 2020, S

.677 f. 

も
参
照
。

（
25
） V

om
 3. 3. 2020 

（B
G

B
l. I 2020 S

.433

）.

（
26
） V

om
 22. 3. 2020 

（B
G

B
l. I 2020 S

.640

）.

（
27
） B

ernhard S
tüer, P

lanungsbeschleunigungsgesetze 2020 und M
aßnahm

engesetzvorbereitungsgesetz, D
V

B
l 2020, S

.617

（618

）.

（
28
） 

三
条
。
な
お
、
ベ
ル
リ
ン
お
よ
び
自
由
ハ
ン
ザ
都
市
（F

reie und H
ansestadt

）
ハ
ン
ブ
ル
ク
に
お
い
て
は
、
連
邦
が
維
持
負
担
義
務
を
負

わ
な
い
公
道
は
全
て
市
道
と
さ
れ
、
連
邦
政
府
、
連
邦
鉄
道
お
よ
び
市
が
そ
れ
ぞ
れ
費
用
の
三
分
の
一
ず
つ
を
負
担
す
る
。

（
29
） B

ernhard S
tüer, a. a. O

. 

（F
n. 27

）, S
.619.

）
三
四
四
（



計
画
手
続
の
迅
速
化
と
市
民
参
加
の
機
能
に
関
す
る
考
察
（
長
谷
川
）

一
二
三

（
30
） 

一
条
。

（
31
） B

ernhard S
tüer, a. a. O

. 

（F
n. 27

）, S
.618; B

T
-D

rs. 19/15626, S
.10.

（
32
） P

eter S
chütte und M

artin W
inkler, A

ktuelle E
ntw

icklungen im
 B

undesum
w

eltrecht, B
erichtszeitraum

: 17.1.2020 bis 

2.3.2020, Z
U

R
 2020, S

.317.

（
33
） 

二
〇
二
〇
年
三
月
二
二
日
の
制
定
当
初
は
、
同
法
二
条
に
基
づ
い
て
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
か
ら
ミ
ュ
ー
ル
ド
ル
フ
を
経
由
し
て
フ
ラ
イ
ラ
ッ
シ
ン
グ

ま
で
の
鉄
道
路
線
の
拡
充
（
同
条
一
項
一
号
）
な
ど
一
三
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
対
象
に
し
て
い
た
が
、
同
年
八
月
に
、
ベ
ル
リ
ン
か
ら
コ
ッ
ト
ブ
ス

と
ヴ
ァ
イ
ス
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
を
経
て
ゲ
ル
リ
ッ
ツ
ま
で
の
鉄
道
路
線
の
拡
充
と
電
化
（
同
法
二
ａ
条
一
項
一
号
）
な
ど
一
六
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
対
象

に
加
わ
っ
た
（B

G
B

l. I 2020, S
.1795

）。

（
34
） P

eter S
chütte und M

artin W
inkler, a. a. O

. 

（F
n. 32

）, S
.317.

（
35
） B

T
-D

rs. 19/15619, S
.11; Jan Z

iekow
, a. a. O

. 

（F
n. 24

）, S
.678.

（
36
） B

T
-D

rs. 19/15619, S
.22.

（
37
） P

eter S
chütte und M

artin W
inkler, a. a. O

. 

（F
n. 32

）, S
.318.

（
38
） F

ranz-R
udolf H

erber, B
raucht D

eutschland w
irklich w

eitere P
lanungsbeschleunigungsgesetzgebung?, N

Z
V

 2021, S
.243

（248

）.

（
39
） Jan Z

iekow
, a. a. O

. 

（F
n. 24

）, S
.679 und 685.

（
40
） B

ernhard S
tüer, a. a. O

. 

（F
n. 27

）, S
.620. 

ま
た
、
憲
法
上
の
懸
念
に
関
す
る
指
摘
と
し
て
、B

ernhard W
. W

egener, V
erkehrsinfr

astrukturgenehm
igungen durch G

esetz und ohne fachgerichtlichen R
echtsschutz?, Z

U
R

 2020, S
.195

（203 f

）
が
あ
る
。

（
41
） A

lexander B
ehnsen, M

aßnahm
engesetze: M

ittel zur B
eschleunigung von Infrastrukturvorhaben?, N

V
w

Z
 2021, 843

（846

）.

（
42
） B

undesrat D
rucksache 579/1/19 als A

usschussem
pfehlung, S

.3 f.

（
43
） F

ranz-R
udolf H

erber, a. a. O
. 

（F
n. 38

）, S
.252.

（
44
） 

ド
イ
ツ
で
は
、
法
曹
三
者
（
裁
判
官
、
検
察
官
、
弁
護
士
）
だ
け
で
な
く
、
行
政
官
（V

erw
altungsbeam

te

）、
大
学
教
員
（H

ochschullehrer

）

）
三
四
四
（



日
本
法
学

　第
八
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
二
三
年
一
月
）

一
二
四

及
び
国
会
・
大
学
・
教
会
の
行
政
担
当
者
（P

arlam
entsverw

altung; U
niversitätsverw

altung; K
irchverw

altung

）
の
職
に
就
く
場
合
も
同

一
の
法
曹
資
格
を
取
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
広
範
囲
の
職
種
を
合
わ
せ
て
「
法
曹
」（Jurist

）
と
呼
ぶ
の
が
一
般
的
で

あ
る
（
甲
斐
素
直
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
法
曹
養
成
制
度
改
革
に
つ
い
て
─
制
度
の
概
要
─
」
法
学
紀
要
四
九
巻
（
二
〇
〇
八
年
）
七
頁
以
下
、
藤
田

尚
子
「
ド
イ
ツ
の
法
曹
養
成
制
度
」
法
曹
養
成
対
策
室
報
五
号
（
二
〇
一
一
年
）
九
頁
）。

（
45
） 

ド
イ
ツ
裁
判
官
連
盟
（D

eutscher R
ichterbund

）
の
試
算
に
よ
る
。P

ensionierungsw
elle rollt auf Justiz zu – T

ausende S
tellen 

fehlen, https://w
w

w
.drb.de/positionen/them

en-des-richterbundes/belastung.

（
令
和
四
年
八
月
一
〇
日
閲
覧
）

（
46
） A

lexander B
ehnsen, a. a. O

. 

（F
n. 41

）, S
.847.

（
47
） B

T
-D

rs. 19/15619, S
.11.

（
48
） F

ranz-R
udolf H

erber, a. a. O
. 

（F
n. 38

）, S
.243.

（
49
） 

ド
イ
ツ
連
邦
政
府
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
参
照
。https://w

w
w

.bundesregierung.de/breg-de/them
en/coronavirus/leitlinien-bund-

laender-1731000

（
令
和
四
年
八
月
一
〇
日
閲
覧
）

（
50
） 

ド
イ
ツ
連
邦
政
府
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
参
照
。https://w

w
w

.bundesregierung.de/breg-de/them
en/coronavirus/besprechung-von-

bundeskanzlerin-m
erkel-m

it-den-regierungschefinnen-und-regierungschefs-der-laender-zum
-coronavirus-1733266

（
令
和
四
年
八

月
一
〇
日
閲
覧
）

（
51
） R

eferent M
alte A

rndt, B
audirektor M

axim
ilian F

ischer und O
berregierungsbaurat B

enjam
in H

eyn, B
auleitplanverfahren 

nach dem
 P

lanungssicherstellungsgesetz 

（P
lanS

iG

）, N
V

w
Z

 2020, S
.910.

（
52
） Interview

 m
it dem

 S
oziologen H

artm
ut R

osa über C
ovid-19, D

er T
agesspiegel, 24.3.2020. https://w

w
w

.tagesspiegel.de/

politik/soziologe-hartm
ut-rosa-ueber-covid-19-das-virus-ist-der-radikalste-entschleuniger-unserer-zeit/25672128.htm

l

（
令
和
四

年
八
月
一
〇
日
閲
覧
）

（
53
） A

ngela S
chw

erdtfeger, U
m

w
eltrechtsschutz in Z

eiten der P
andem

ie zw
ischen E

ntschleunigung und B
eschleunigung, Z

U
R

 

2021, S
.451.

）
三
四
四
（



計
画
手
続
の
迅
速
化
と
市
民
参
加
の
機
能
に
関
す
る
考
察
（
長
谷
川
）

一
二
五

（
54
） 

こ
の
問
題
を
早
い
時
期
に
指
摘
し
て
い
た
も
の
と
し
て
、E

ike A
lbrecht und A

ndré Z
schiegner, B

eteiligung der Ö
ffentlichkeit am

 

im
m

issionsschutzrechtlichen G
enehm

igungsverfahren im
 P

andem
iefall, N

V
w

Z
 2020, S

.671

が
あ
る
。

（
55
） G

esetz zum
 S

chutz vor schädlichen U
m

w
elteinw

irkungen durch L
uftverunreinigungen, G

eräusche, E
rschütterungen und 

ähnliche V
orgänge vom

 15.3.1974, B
G

B
l. I S

. 721.

（
56
） E

ike A
lbrecht und A

ndré Z
schiegner, a. a. O

. 

（F
n. 54

）, S
.677.

（
57
） V

G
H

 B
ayern, 26.3.2014 - 22 C

S
 14.471, L

S
K

 2014, S
.340, U

P
R

 2014, S
.315.

（
58
） V

G
H

 M
annheim

, 7.3.2019, N
V

w
Z

-R
R

 2019, S
.713 

（715

）.

（
59
） E

ike A
lbrecht und A

ndré Z
schiegner, a. a. O

. 

（F
n. 54

）, S
.675.

（
60
） V

om
 20. 5. 2020 

（B
G

B
l. I S

. 1041

）. 

こ
の
法
律
は
、
当
初
二
〇
二
一
年
三
月
三
一
日
ま
で
の
限
時
法
で
あ
っ
た
が
（
制
定
時
の
七
条
二

項
）、
連
邦
政
府
は
、
二
〇
二
一
年
一
月
二
〇
日
、
同
法
の
効
力
を
二
〇
二
二
年
一
二
月
三
一
日
ま
で
延
長
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
同
月
二
六
日
、

連
邦
議
会
が
こ
れ
を
承
認
し
た
（B

T
-D

rs. 19/26174, S
.1

）。
現
在
は
、
一
条
か
ら
五
条
ま
で
の
効
力
が
二
〇
二
二
年
一
二
月
三
一
日
ま
で
と
さ

れ
、
そ
れ
以
外
の
効
力
は
二
〇
二
七
年
九
月
三
〇
日
を
も
っ
て
終
了
す
る
と
さ
れ
て
い
る
（
現
行
の
七
条
二
項
）。
計
画
保
証
法
の
期
限
延
長
に
関

し
て
は
、
泉
眞
樹
子
「【
ド
イ
ツ
】
全
国
規
模
流
行
状
況
の
継
続
、
第
３
次
コ
ロ
ナ
税
制
支
援
法
、
社
会
保
護
パ
ッ
ケ
ー
ジ
Ⅲ
、
計
画
保
証
法
の
継

続
、
コ
ロ
ナ
関
連
選
挙
候
補
者
定
立
規
則
」
外
国
の
立
法
二
八
七
巻
二
号
（
二
〇
二
一
年
）
四
頁
も
参
照
。

（
61
） A

dolf R
ebler, D

as P
lanungssicherstellungsgesetz 

（P
lanS

iG

） – N
eue M

öglichkeiten zur Ö
ffentlichkeitsbeteiligung in 

Z
eiten der C

orona-P
andem

ie, Z
U

R
 2020, S

.478.

（
62
） A

lfred S
cheidler, C

orona bedingte M
odifizierungen verfahrensrechtlicher B

auG
B

-V
orschriften durch das 

P
lanungssicherstellungsgesetz, Z

fB
R

 2020, S
.516

（517

）.

（
63
） B

eckO
K

 B
auG

B
 / S

chink, 49. E
d., 1.5.2020, B

auG
B

 

§ 3 R
n. 145 ff.

（
64
） B

T
-D

rs. 19/18965.

（
65
） P

eter W
ysk, P

lanungssicherstellung in der C
O

V
ID

-19-P
andem

ie, N
V

w
Z

 2020, S
.905.

）
三
四
四
（



日
本
法
学

　第
八
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
二
三
年
一
月
）

一
二
六

（
66
） B

T
-D

rs. 19/18965, S
.2.

（
67
） B

T
-D

rs. 19/18965, S
.2.

（
68
） A

dolf R
ebler, a. a. O

. 

（F
n. 61

）, S
.479.

（
69
） 
こ
れ
ら
の
規
定
は
、
当
局
又
は
当
該
行
政
機
関
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
告
示
の
内
容
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
状
態
に
置
く
と
と
も
に
、
慣
習
的
又
は

公
的
な
告
示
に
お
い
て
当
該
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
示
す
こ
と
を
義
務
づ
け
て
い
る
。

（
70
） M

ichael K
rautzberger und B

ernhard S
tüer, P

lanungssicherstellungsgesetz 2020: Ö
ffentlichkeitsbeteiligung in 

K
risenzeiten, D

V
B

l 2020, S
.910

（911

）.

（
71
） M

ichael K
rautzberger und B

ernhard S
tüer, a. a. O

. 

（F
n. 70

）, S
.911.

（
72
） R

einhard R
uge, D

as P
lanungssicherstellungsgesetz 

（P
lanS

iG

） – D
igitalisierung der Ö

ffentlichkeitsbeteiligung von 

P
lanungsverfahren in der C

O
V

ID
-19-P

andem
ie, Z

U
R

 2020, S
.481

（485

）.

（
73
） R

einhard R
uge, a. a. O

. 

（F
n. 72

）, S
.486.

（
74
） B

T
-D

rs. 19/18965, S
.14.

（
75
） B

T
-D

rs. 19/18965, S
.14.

（
76
） R

eferent M
alte A

rndt, a. a. O
. 

（F
n. 51

）, S
.914; A

dolf R
ebler, a. a. O

. 

（F
n. 61

）, S
.479.

（
77
） A

dolf R
ebler, a. a. O

. 

（F
n. 61

）, S
.480.

（
78
） A

dolf R
ebler, a. a. O

. 

（F
n. 61

）, S
.480.

（
79
） A

dolf R
ebler, a. a. O

. 

（F
n. 61

）, S
.480 f.

（
80
） M
ichael K

rautzberger und B
ernhard S

tüer, a. a. O
. 

（F
n. 71

）, S
.913.

（
81
） B

T
, P

lenarprotokoll, 160. S
itzung, 14.5.2020, S

.19977.

（
82
） R

einhard R
uge, a. a. O

. 

（F
n. 73

）, S
.486.

（
83
） B

eckO
K

 V
w

V
fG

/K
äm

per, 48. E
d., 1.7.2020, V

w
V

fG
 

§ 73 R
n. 64, und 74. F

ür den Z
w

eck der Ö
ffentlichkeitsbeteiligung als 

）
三
四
三
（



計
画
手
続
の
迅
速
化
と
市
民
参
加
の
機
能
に
関
す
る
考
察
（
長
谷
川
）

一
二
七

V
erm

ittlung einer dem
okratischen L

egitim
ation von V

erw
altungsentscheidungen: V

olker M
. H

aug und K
ai S

chadtle, D
er 

E
igenw

ert der Ö
ffentlichkeitsbeteiligung im

 P
lanungsrecht, N

V
w

Z
 2014, S

.271

（272

）; M
atthias K

nauff, 

Ö
ffentlichkeitsbeteiligung im

 V
erw

altungsverfahren, D
Ö

V
 2012, S

.1

（2

）.

（
84
） P

atrick T
hom

as und Johannes M
. Jäger, #N

euland: S
icherstellung der förm

lichen Ö
ffentlichkeitsbeteiligung in Z

eiten der 

C
O

V
ID

-19-P
andem

ie, N
Z

B
au 2020, S

.623.

（
85
） P

atrick T
hom

as und Johannes M
. Jäger, a. a. O

. 

（F
n. 84

）, S
.627.

（
86
） S

ebastian L
ißek, D

as N
etzw

irtschaftsrecht in Z
eiten der P

andem
ie, N

undR
 2020, S

.166

（171 f.

）.

（
87
） P

atrick T
hom

as und Johannes M
. Jäger, a. a. O

. 

（F
n. 84

）, S
.627.

（
88
） O

rtw
in R

enn, W
olfgang K

öck, P
ia-Johanna S

chw
eizer, Jana B

ovet, C
hristina B

enighaus, O
liver S

cheel und R
egina 

S
chröter, Ö

ffentlichkeitsbeteiligung bei V
orhaben der E

nergiew
ende, Z

U
R

 2014, S
.281 

（287

）.

（
89
） P

atrick T
hom

as und Johannes M
. Jäger, a. a. O

. 

（F
n. 84

）, S
.628. 

ま
た
、
こ
の
論
者
は
、
社
会
の
実
情
と
し
て
、
在
宅
勤
務
を
し
て

い
る
人
々
の
多
く
が
、
互
換
性
の
問
題
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
の
不
備
、
或
い
は
そ
れ
ら
に
伴
う
映
像
と
音
声
の
乱
れ
な
ど
ビ
デ
オ
会
議
が
い
か

に
複
雑
で
あ
る
か
を
知
っ
て
い
る
と
も
指
摘
し
て
い
る
。

（
90
） B

ernd D
am

m
ert und G

ötz B
rückner, D

ie O
nlinekonsultation nach dem

 P
lanungssicherstellungsgesetz und ihre praktische 

U
m

setzung, D
V

B
l 2021, S

.91.

（
91
） B

ernd D
am

m
ert und G

ötz B
rückner, a. a. O

. 

（F
n. 90

）, S
.93.

（
92
） B

T
-D

rs. 19/18965, S
.14.

（
93
） B

ernd D
am

m
ert und G

ötz B
rückner, a. a. O

. 

（F
n. 90

）, S
.94.

（
94
） B

ernd D
am

m
ert und G

ötz B
rückner, a. a. O

. 

（F
n. 90

）, S
.94.

（
95
） B

ernd D
am

m
ert und G

ötz B
rückner, a. a. O

. 

（F
n. 90

）, S
.94.

（
96
） B

ernd D
am

m
ert und G

ötz B
rückner, a. a. O

. 

（F
n. 90

）, S
.95.

）
三
四
四
（



日
本
法
学

　第
八
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
二
三
年
一
月
）

一
二
八

（
97
） B

ernd D
am

m
ert und G

ötz B
rückner, a. a. O

. 

（F
n. 90

）, S
.95.

（
98
） B

ernd D
am

m
ert und G

ötz B
rückner, a. a. O

. 

（F
n. 90

）, S
.95.

（
99
） 
連
邦
交
通
・
イ
ン
フ
ラ
省
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
参
照
。https://w
w

w
.bm

vi.de/S
haredD

ocs/D
E

/P
ublikationen/D

G
/breitband-

verfuegbarkeit-ende-2019.htm

（
令
和
四
年
八
月
一
〇
日
閲
覧
）

（
100
） B

ernd D
am

m
ert und G

ötz B
rückner, a. a. O

. 

（F
n. 90

）, S
.96.

（
101
） A

ngela S
chw

erdtfeger, a. a. O
. 

（F
n. 53

）, S
.454. 

ま
た
、
こ
の
論
者
は
、
同
論
文
で
計
画
保
証
法
の
審
議
期
間
が
短
い
こ
と
か
ら
、
議

会
の
責
任
の
引
き
受
け
の
弱
さ
を
指
摘
し
て
お
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
同
法
が
時
限
法
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
払
拭
で
き
て
い
る
と
し
て
い
る
。

（
102
） B

oas K
üm

per, P
lanung, Z

ulassung und V
erw

irklichung von Infrastrukturvorhaben, B
ericht über das S

ym
posium

 des 

Z
entralinstituts für R

aum
planung an der U

niversität M
ünster am

 5.11.2020, N
V

w
Z

 2021, 460.

（
103
） B

oas K
üm

per, a. a. O
. 

（F
n. 102

）, S
.461 f.

（
104
） B

ernhard S
tüer, 23. P

lanungsrechtstag und L
uftverkehrsrechtstag 2021, D

V
B

l 2021, S
.647

（648

）.

（
105
） B

ernhard S
tüer, a. a. O

. 

（F
n. 104

）, S
.648.

（
106
） 

二
〇
一
九
年
か
ら
二
〇
二
〇
年
に
掛
け
て
の
公
共
交
通
分
野
に
関
す
る
制
度
改
定
に
関
し
て
は
、D

r. C
lem

ens A
ntw

eiler, M
ag. rer. 

publ. und R
echtsanw

ältin D
r. P

ascale L
iebschw

ager, D
ie E

ntw
icklung des öffentlichen V

erkehrsrechts in den Jahren 

2019/2020, N
V

w
Z

 2021, 849

に
概
要
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

（
107
） V

om
 3. 12. 2020 

（B
G

B
l. I 2020, S

.2694

）.

（
108
） B

T
-D

rs. 19/22139.

（
109
） B

erlin-R
eport, Investitionsbeschleunigungsgesetz vorgelegt, D

A
R

 2020, S
.599.

（
110
） E

rfüllungsaufw
and im

 B
ereich

－P
lanungs- und B

aurecht von Infrastrukturvorhaben, P
rojektreihe B

estim
m

ung des 

bürokratischen A
ufw

ands und A
nsätze zur E

ntlastung, 1. N
ovem

ber 2012.

（
111
） B

T
-D

rs. 19/22139, S
.13 f.

）
三
四
六
（



計
画
手
続
の
迅
速
化
と
市
民
参
加
の
機
能
に
関
す
る
考
察
（
長
谷
川
）

一
二
九

（
112
） T

hom
as G

roß, B
eschleunigungsgesetzgebung – R

ückblick und A
usblick, Z

U
R

 2021, S
.75.

（
113
） 

こ
の
論
稿
の
出
版
当
時
、
彼
は
ビ
ー
レ
フ
ェ
ル
ト
大
学
（U

niversität B
ielefeld

）
に
在
職
し
て
お
り
、
そ
の
後
二
〇
〇
二
年
か
ら

二
〇
一
〇
年
ま
で
連
邦
憲
法
裁
判
所
長
官
を
務
め
た
。

（
114
） H

ans-Jürgen P
apier, „D

ie S
tellung der V

erw
altungsgerichtsbarkeit im

 dem
okratischen R

echtsstaat “, 1979, S
.10.

（
115
） B

T
-D

rs. 10/171, S
.1 und 7.

（
116
） P

aul R
om

bach, „D
er F

aktor Z
eit in um

w
eltrechtlichen G

enehm
igungsverfahren “, 1994, S

.27 f.

（
117
） G

esetz zur B
eschleunigung verw

altungsgerichtlicher und finanzgerichtlicher V
erfahren vom

 17.7.1985 

（B
G

B
l. I 1985 

S
.1274

）; G
esetz zur B

eschleunigung der P
lanung für V

erkehrsw
ege in den neuen L

ändern sow
ie im

 L
and B

erlin 

（V
erkP

B
G

） 

vom
 16.12.1991 

（B
G

B
l. I 1991 S

.2174

）; G
esetz zur B

eschleunigung von G
enehm

igungsverfahren 

（G
enB

eschlG

） vom
 12.9.1996 

（B
G

B
l. I 1996 S

.1354

）; G
esetz zur B

eschleunigung und V
ereinfachung im

m
issionsschutzrechtlicher G

enehm
igungsverfahren 

vom
 9.10.1996 

（B
G

B
l. I 1996 S

.1498
）; G

esetz zur B
eschleunigung von P

lanungsverfahren für Infrastrukturvorhaben 

（InfP
B

G

） 

vom
 9.12.2006 

（B
G

B
l. I 2006 S

.2833
）; G

esetz zur w
eiteren B

eschleunigung von P
lanungs- und G

enehm
igungsverfahren im

 

V
erkehrsbereich vom

 3.3.2020 

（B
G

B
l. I 2020 S

.433

）.

（
118
） T

hom
as G

roß, a. a. O
. 

（F
n. 112

）, S
.75.

（
119
） T

hom
as G

roß, a. a. O
. 

（F
n. 112

）, S
.76.

（
120
） T

hom
as G

roß, a. a. O
. 

（F
n. 112

）, S
.78.

（
121
） B

irgit P
eters, „L

egitim
ation durch Ö

ffentlichkeitsbeteiligung? “, 2020, S
. 15 ff; C

ristina F
raenkel-H

aeberle, Z
ur 

M
ultifunktionalität der P

artizipation bei großen Infrastrukturvorhaben, D
Ö

V
 2016, S

.548 ff.

（
122
） T

hom
as G

roß, a. a. O
. 

（F
n. 112

）, S
.79.

（
123
） M

arc Z
eccola und L

aura A
ugsten, D

er verw
altungsrechtliche E

rörterungsterm
in – vom

 H
erzstück zum

 H
indernis 

zeitgem
äßer Ö

ffentlichkeitsbeteiligung?, D
Ö

V
 2022, S

. 442.

）
三
四
四
（
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本
法
学
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八
十
八
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第
三
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（
二
〇
二
三
年
一
月
）

一
三
〇

（
124
） T

hom
as M

ann, C
hristoph S

ennekam
p und M

ichael U
echtritz 

（H
rsg.

）, „V
erw

altungsverfahrensgesetz G
roßkom

m
entar, 2. 

A
ufl. “, 2019, 

§ 73 R
n. 276.

（
125
） B

irgit P
eters, a. a. O

. 

（F
n. 121

）, S
.57 ff.

（
126
） K

ristina S
chm

idt und R
yan K

elly, a. a. O
. 

（F
n. 14

）, S
.97 ff. und 235 ff.; A

rm
in von W

eschpfennig, „R
enaissance der 

L
egalplanung? “, A

öR
 145

（2020

）, S
.438

（440

）.

（
127
） K

oalitionsvertrag 2021–2025 zw
ischen S

P
D

, B
Ü

N
D

N
IS

 90/D
IE

 G
R

Ü
N

E
N

 und F
D

P
, M

ehr F
ortschritt w

agen – B
ündnis 

für F
reiheit, G

erechtigkeit und N
achhaltigkeit, 7, 12, 2021, S

.10 ff.

（
128
） H

ans-Joachim
 K

och und R
einhard H

andler, „B
aurecht R

aum
ordnungs- und L

andesplanungsrecht, 6., aktualisierte und 

erw
eiterte A

uflage “, 2015, S
.319 ff.

（
129
） M

arc Z
eccola und L

aura A
ugsten, a. a. O

. 

（F
n. 123

）, S
.447 ff.

（
130
） B

V
erw

G
E

 131, 316 = N
V

w
Z

 2009, S
.109

（111

）.

（
131
） F

riedrich S
choch und Jens-P

eter S
chneider 

（H
rsg.

）, „V
erw

altungsrecht V
w

V
fG

“, 2021, 

§ 73 R
n. 30; M

ichael F
ehling, 

B
erthold K

astner und R
ainer S

törm
er 

（H
rsg.

）, „V
erw

altungsrecht H
andkom

m
entar, 5. A

ufl. “, 2021, V
w

V
fG

, 

§ 73 R
n. 113.

（
132
） Jan Z

iekow
, „N

eue F
orm

en der B
ürgerbeteiligung? P

lanung und Z
ulassung von P

rojekten in der parlam
entarischen 

D
em

okratie “, 2012, S
.16 f.; K

laus O
berm

ayer und M
ichael F

unke-K
aiser 

（H
rsg.

）, „V
w

V
fG

 K
om

m
entar zum

 

V
erw

altungsverfahrensgesetz, 6. A
ufl. “, 2021, 

§ 73 R
n. 138 ff.

（
133
） M

artin D
ippel, P

raxisfragen der Ö
ffentlichkeitsbeteiligung im

 G
enehm

igungsverfahren nach dem
 B

undes-

Im
m

issionsschutzgesetz, N
V

w
Z

 2010, S
.145 f.; T

hom
as G

roß, a. a. O
. 

（F
n. 112

）, S
.80.

（
134
） B

irgit P
eters, D

ie B
ürgerbeteiligung nach dem

 E
nergiew

irtschafts- und N
etzausbaubeschleunigungsgesetz – 

P
aradigm

enw
echsel für die Ö

ffentlichkeitsbeteiligung im
 V

erw
altungsverfahren?, D

V
B

l 2015, S
.808 ff.; M

arc Z
eccola, D

ie 

A
kzeptanz im

 V
erw

altungsverfahren – E
in B

eitrag zur A
ufw

ertung der A
kzeptanz als R

echtm
äßigkeitsvoraussetzung, D

Ö
V

 

）
三
四
四
（



計
画
手
続
の
迅
速
化
と
市
民
参
加
の
機
能
に
関
す
る
考
察
（
長
谷
川
）

一
三
一

2019, S
.100 ff.; Ivo A

ppel, S
taat und B

ürger in U
m

w
eltverw

altungsverfahren, N
V

w
Z

 2012, S
.1361

（1362

）.
（
135
） M

arc Z
eccola und L

aura A
ugsten, D

er verw
altungsrechtliche E

rörterungsterm
in – vom

 H
erzstück zum

 H
indernis 

zeitgem
äßer Ö

ffentlichkeitsbeteiligung?, D
Ö

V
 2022, S

. 442

（448

）.

（
136
） M

arc Z
eccola, a. a. O

. 

（F
n. 134

）, S
.100 ff.; F

riedrich S
choch und Jens-P

eter S
chneider 

（H
rsg.

）, a. a. O
. 

（F
n. 131

）, 

E
inleitung, R

n. 150 ff.; B
irgit P

eters, a. a. O
. 

（F
n. 134

）, S
.808 ff.

（
137
） M

arc Z
eccola und L

aura A
ugsten, a. a. O

. 

（F
n. 135

）, S
.449.

（
138
） K

ristina S
chm

idt und R
yan K

elly, a. a. O
. 

（F
n. 14

）, S
. 237.

（
139
） U

lrich A
rndt, F

rühe Ö
ffentlichkeitsbeteiligung durch den B

undestag?, Z
R

P
 2018, S

.177 

（178

）.

（
140
） M

arc Z
eccola und L

aura A
ugsten, a. a. O

. 

（F
n. 135

）, S
.450.

（
141
） M

arc Z
eccola und L

aura A
ugsten, a. a. O

. 

（F
n. 135

）, S
.450.

（
142
） A

ndré L
ippert, D

ie B
edeutung der Ö

ffentlichkeitsbeteiligung bei großen Infrastrukturvorhaben, Z
U

R
 2013, S

.203 

（206

）.

（
143
） C

ristina F
raenkel-H

aeberle, a. a. O
. 

（F
n. 121

）, S
.551; Jan Z

iekow
, „N

eue F
orm

en der B
ürgerbeteiligung? P

lanung und 

Z
ulassung von P

rojekten in der parlam
entarischen D

em
okratie “, 2012, S

.18.

（
144
） G

ünter G
aentzsch, D

er E
rörterungsterm

in im
 P

lanfeststellungsverfahren – Instrum
ent zur S

achverhaltsaufklärung oder 

E
inladung zur V

erfahrensverzögerung?, in: K
laus-P

eter D
olde u.a. 

（H
rsg.

）, F
S

 für D
ieter S

ellner zum
 75. G

eburtstag, 2010, 

S
.219

（221

）; R
ainer B

auer und D
irk H

eckm
ann 

（H
rsg.

）, „V
erw

altungsverfahrensgesetz und E
-G

overnm
ent, 2. A

ufl. “, 2014, 

§ 

73 R
n. 52.

（
145
） M
arc Z

eccola und L
aura A

ugsten, a. a. O
. 

（F
n. 135

）, S
.451.

（
146
） E

lke G
urlitt, N

eue F
orm

en der B
ürgerbeteiligung? – P

lanung und Z
ulassung von P

rojekten in der parlam
entarischen 

D
em

okratie, JZ
 2012, S

.833

（834

）; Johann B
ader und M

ichael R
onellenfitsch 

（H
rsg.

）, B
eckO

K
 V

w
V

fG
, S

tand: 54. E
d., 

§ 73 

R
n. 1; O

laf R
eidt, M

aßnahm
engesetze für Infrastrukturvorhaben – E

in M
odell für die Z

ukunft?, E
urU

P
 2020, S

.86 ff.; Jan 

）
三
四
四
（
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本
法
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（
二
〇
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年
一
月
）

一
三
二

Z
iekow

, a. a. O
. 

（F
n. 24

）, S
.677 ff.

（
147
） M

arc Z
eccola und L

aura A
ugsten, a. a. O

. 

（F
n. 135

）, S
.451.

（
148
） Ivo A

ppel, a. a. O
. 

（F
n. 134

）, S
.1362; M

ichael F
ehling, B

erthold K
astner und R

ainer S
törm

er 

（H
rsg.

）, a. a. O
. 

（F
n. 131

）, 

V
w

V
fG

, 
§ 73 R

n. 113 f.

（
149
） Ivo A

ppel, a. a. O
. 

（F
n. 134

）, S
.1362.

（
150
） Johann B

ader und M
ichael R

onellenfitsch 

（H
rsg.

）, a. a. O
. 

（F
n. 146

）, 

§ 73 R
n. 1.

（
151
） Jan Z

iekow
, F

rühe Ö
ffentlichkeitsbeteiligung – D

er B
eginn einer neuen V

erw
altungskultur, N

V
w

Z
 2013, S

.755

（758

）.

（
152
） M

arc Z
eccola und L

aura A
ugsten, a. a. O

. 

（F
n. 135

）, S
.452.

（
153
） G

ünter G
aentzsch, a. a. O

. 

（F
n. 144

）, S
.220 ff.; K

laus O
berm

ayer und M
ichael F

unke-K
aiser 

（H
rsg.

）, a. a. O
. 

（F
n. 132

）, 

2021, 

§ 73 R
n. 130; R

ainer B
auer und D

irk H
eckm

ann 

（H
rsg.

）, a. a. O
. 

（F
n. 144

）, 

§ 73 R
n. 52.

（
154
） Jan Z

iekow
, a. a. O

. 

（F
n. 132

）, S
.17 ; F

erdinand K
opp und U

lrich R
am

sauer 

（H
rsg.

）, „V
erw

altungsverfahrensgesetz 

V
w

V
fG

, 22. A
ufl. “, 2021, 

§ 73 R
n.114.

（
155
） M

arc Z
eccola und L

aura A
ugsten, a. a. O

. 
（F

n. 135

）, S
.452 f.

（
156
） B

eschlussem
pfehlung und B

ericht des A
usschusses für Inneres und H

eim
at, B

T
-D

rs. 19/19214, S
.6.; P

atrick T
hom

as und 

Johannes M
. Jäger, a. a. O

. 

（F
n. 84

）, S
.623.

（
157
） D

ecidim

の
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
。https://decidim

.org/ja/

（
令
和
四
年
八
月
一
〇
日
閲
覧
）

（
158
） 

詳
細
は
、
拙
稿
・
前
掲
注（
３
）及
び
そ
の
参
考
文
献
・
脚
注
で
示
さ
れ
た
分
析
も
参
照
。

）
四
四
四
（




